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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体および関連資料

1 はじめに

この章には，忍路土場遺跡から出土した動植物遺体や関連資料について， それぞれ専門の先生に同

定，分析していただいた結果をまとめる。各項目について同定や分析をお願いし，執筆やコメントを
いただいた先生は，以下の方々である （敬称略)。

植物遺体 種子 北海道開拓記念館 矢野牧夫

きのこ 農林水産省林業試験場 林康夫

動物遺体 軟体動物・脊椎動物など 早稲田大学 金子浩昌

昆虫 大阪空港試験検査室 楠井善久

同 国立科学博物館 友国雅章

パン状炭化物，土器・石器付着土壌の脂肪酸分析 帯広畜産大学 中野益男

次に， 同定，分析の対象となった資料の検出状況や概要，取扱いなどについて，順に略述する。

種子には，発掘調査の時点で種子と認定し，遺物番号を付して取上げたもののほか，一括して採取

した木製品等を包含する土壌から，のちの室内作業によって水洗・選別されたもの，柱状にサンプリ

ンク、した土壌から， Ⅲ章に説明のあるフローテーション法によって抽出されたものなどがある。前二

者には， クルミ， トチ，ハイイヌガヤなど大型の種子が多く，大量にまとまって検出された例も少な

くない。フローテーション法では， ごく小さな種子を含む， さまざまな形状の種子力罰多数抽出されて

いる。これらの種子を矢野先生のもとに届けて同定していただいたわけだが， フローテーション後，

藻屑状の植物片や砂粒が混在するなかから多量の種子を摘出する作業は予想外に難航し，一次選別資

料をお届けするのが大幅に遅れた。矢野先生には多大の御迷惑をおかけし， あらためてお詫び申し上

げます。種子のうち， クルミやトチ，ハイイヌガヤ， クリ， ドングリなど素人目にも比較的識別が容

易なものについては， 5×5mグリッド単位で層位毎に集計し,一覧表にまとめた(表Ⅸ－2－1～7)。

層位については，Ⅳ章に詳述されたように幾重にも薄く細分力餅可能だが，大型の種子や後述する動

物遣存体の数量を把握し，全域的に比較するためには， 層をやや大きくまとめる必要があり，表Ⅸ－

1－1に示すO～5層の6段階の統一的層位を採用した。

クルミは，必要に応じて個体数の推定が可能となるよう，おおよその残り方で, 4/4, 3/4, 1/2, 1/

4，破片(fr.)の5つに大別し， それぞれ数量を押えた。小動物による食痕のあるものについても， こ

表Ⅸ－1－1 層位対照表

61 ．62年度層名

I

6()年度層名

I

標準的層序層位｜

〒「

時 期

（近代・現代） I 耕作土

Ⅱa

Ⅱb・Ⅱc

IIa 黒色土 Ⅱ
｜
冊

続縄文
〉
、

縄文後期末葉

1

Ⅱb 黒褐色士

Ⅱ～Ⅲ。Ⅲa

Ⅲb

榿色・赤褐色（砂）

赤灰色粘質土

黒色有機質粘土

青灰色砂礫

漸移層

黄褐色ローム

Ⅲ

Ⅳ。V

Ⅵ

Ⅷ

m(c地区）

W(C地区) ･W

Ⅲa

2 縄文後期中葉（後半）－
Ⅲb

3 縄文後期中葉（後半） Ⅲc

4 縄文後期中葉（中頃） Ⅳ

縄文後期中葉（前半) V'

5 以前
V

縄文後期中葉（後半）2

縄文後期中葉（前半）

以前5

mc(上)･nc・2文

IIIc(下） .Ⅳ・3文

V
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れに準じた。 トチについては，完形のもの，欠損はあるが膳点力ざ残ってl個体と数えられるもの， そ

れ以外の破片(fr.),外皮の破片(fr.)に分けてそれぞれ計量した。小粒のものは、未熟果〃と取扱い，

ほぼ同様に集計した。小さな破片で， トチかクリか判別が難しいものについては，周辺に多く出土し

ている種類のうちに加えた。 クリは完形のもの，完形だ力罰殆ど皮だけで薄く中身のない不稔のもの，

3/4程度力f残るもの, 1/2<らいのもの，破片(fr.)の5つに分けた。 ドングリは外皮部分の残りが悪

く ，ヘタ部分の膳点だけになったものが多く ， これが完形のもの, 1/2, 1/4のもの，外皮の一部が残

存する膳点の破片(fr.), そして比較的原形を保つ1/2程度のもの，外皮の薄く小さな破片(fr.)の6

つに分けて集計した。ハイイヌガヤについては完形のもの，欠損はあるが一個体の形状を留めるもの，

1/2程度に割れたもの，破片(fr.)に分けて計量作業を進め，一覧表を作成した。

きのこは，種市幸生，三浦正人力葡農林水産省林業試験場に持参し，林康夫先生に同定を依頼した。

いただいた同定結果とコメンI､をとりまとめて3節に掲載した。

昆虫遺体は， 11ラインの柱状サンフ．ルを薄層毎にフローテーションして種子などとともに検出され

たものと，忍路5遺跡出土のものとがある。小樽市博物館の土屋周三，佐々木謙両氏を通じて，楠井

善久，友国雅章の両先生に同定していただいた。

貝類やフジツボ類，魚類，両生類，鳥類，哺乳類なと．の動物遣存体や骨角製品については，昭和62,

63年度の2回に亘って金子浩昌先生に御来所いただき，焼けて砕けた小さな骨片まで，隈なくみてい

ただいた。同定に際しては，百々幸雄，大島直行両先生の御厚意により，札幌医科大学解剖学第二講

座の現生の骨格標本をお借りし， また，本書の写真図版にも一部利用させていただいた。深く感謝申

し上げます。

動物遣存体の同定結果は，大型の種子と同様， 5×5mグリッド単位で層位毎に集計し，一覧表・

分布図を作成した。種別の分布状態の単純な比較を可能にするため，大小にかかわらず同定できた部

位の骨1点について1と数えた。部位の同定が不能な破片(fr.)については，破片数の多寡にかかわ

らずlとして扱い， その存在を示した。 また， 3層には18カ所の， 4層には6カ所の骨片の集中出土

地点や骨片を包含する焼土力蔀認められ， これらについては独立した存在として扱い，分布図には円形

に囲っておおよその位置に示すことにした。 3層出土の動物遣存体の68.8％， 4層出土の64.5％が，

これらの地点から検出されている。 また， ニシンについては，頭と胴が別々にまとまって出ている可

能性が強いという金子先生の指摘に基づき，頭を代表する耳骨と，胴部を代表する椎骨に注目して，

3層・ 4層における一覧表・分布図を作成した。力ワシンジュガイの殼皮については，薄く膜状に残

った断片が多く ，数の把握が困難なため，重量によって一覧表・分布図を作成した。殼皮のほか， 貝

殼の一部の残存例も少量みられた。

なお,図版Ⅸ－5－25に写真を掲載した糞石は, 7-2-d区3層の焼土を水洗して得られたもので，

白色の，やや粉っぽく崩れやすい塊りで，焼けているらしい。長さ3.3cm,最大径1.0cm程の紡錘形

で，重さは2.09・金子先生に見ていただいたところ，微細骨片が含まれるが量は少ないということで

あった。本遺跡からの糞石の検出は， この1点のみである。

パン状炭化物は, 10 2-d区3層に見出された6号作業場跡に伴うもので，黒色で，澱粉質を主体

とする食品が焼けて膠着したものという印象が強かったが， 肉眼や顕微鏡による表面観察では詳しい

ことが分らず，脂肪酸分析を依頼したものである。現存する大きさは約6×6cmで,大きめの二枚貝

の殼を利用して焼いたものらしい。北海道開拓記念館赤松守雄氏にみていただいたところ，型となっ

た貝はウバトリガイ (Serripessp.) と鑑定された。脂肪酸分析を依頼した資料のうち，土器･石器な

どについては，各章における説明を参照していただきたい。 （高橋和樹）
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

2 忍路土場遺跡から出土した植物遣体

北海道開拓記念館 矢野牧夫

I 忍路土場遺跡から出土した植物遺体

円筒形のガラス製標本ピン264個，方形のアクリル製小型ケース， および大小1,530個のポリエチレ

ン袋などに保存された植物遺体を観察した｡大型の遺体は肉眼により，小型のものはルーペ，双眼実体顕

微鏡によりそれぞれ観察し，種の特徴を把握した。試料とした植物遺体は，発掘現場あるいは発掘作

業終了後の室内作業において，土砂から水洗により選別され， あらかじめ試料の形態的特徴によって

大まかに類別されていたものである。

これまでに観察したものは以下のとおりである。なお，現在までのところ，種名を明らかにできた

ものは， 18科21属24種である。それぞれの和名，学名は，主として大井(1972)によった。

1 木本類

l)ハイイヌガヤ Cephalotaxusharringtonia var. nana (Nakai)Rehder イヌガヤ科

イヌガヤ属

種子が多量に出土している。 まれに焼痕があるがほとんどが破壊されずに残されている。出土量

が最も多い種である。

2）アカトドマツ Abiessachalinensis (Fr.Sohm)Masters マツ科モミ属

未熟な球果が1個のみ出土した。

3） オニグルミ JuglansailanthifoliaCarr. クルミ科クルミ属

核（堅果）が多量に出土した。核の両殼がそろった完形のものはごく少なく ，大部分が破壊され

た状態である。 とくに頂部が欠けているもの力苛多い。 まれに焼痕のあるものが含まれている。

なお，小動物による食痕が残されたものもみられる。

4）アサダ OstryajaponicaSarg. カバノキ科アサダ属

堅果が数個出土した。

5）ハシバミ Corylusheterophyllavar. thunbergiBlume カバノキ科ハシバミ属

堅果が数個出土した。

6）ハンノキ Alnusjaponica (Thunb.) Steud. カバノキ科ハンノキ属

果穂と鱗片力訂多数出土した。

7） ミズナラ Quercusmongolicavar・grosseserrate (Blume)Rehd. etWils. ブナ科コ

ナラ属

堅果力§若干出土した。大部分は堅果の基部の謄点が残存している状態である。 まれに完形のもの

がみられるほか，堅果の皮のみが残ったものもみられる。果肉のみが焼けて炭化したものもある。

8） コナラ QuercusserrataThunb. ブナ科コナラ属

ミズナラと同様の部分が残されていたが， とくに小形のものが若干認められたので，一応コナラ

の可能性を考慮して記した。

9） クリ CastaneacrenataBlume ブナ科クリ属

堅果が若干出土した。 トチノキと同様に皮力罫ひき裂かれた状態を示す。 まれに完形のもの力罰みら

れた。

10)ホオノキ MagnoliaobovataThunberg モクレン科モクレン属

種子が若干出土した。
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11) コブシ MagnoliakobusDC. モクレン科モクレン属

種子が若干出土した。

12)ヤマザクラ PrunusjamasakuraSieb.exKoidz. バラ科サクラ属

種子がわずかに出土した。

13） キハダ PhellodendronamurenseRupr. ミカン科キハダ属

果実のなかの種子のみが多数出土した。 まれに焼痕のあるものもある。

14) ミツバウツギ Staphyleabumalda (Thunb.)DC. ミツバウツギ科 ミツバウツギ属
種子力:わずかに出土した。

15) トチノキ AesculusturbinataBlume トチノキ科 トチノキ属

種子が多量に出土した。ほとんどの個体はクリと同様にひき裂かれた状態を示す。破片状のもの

でも，特徴のある膳点により識別することができる。

16）ヤマブドウ VitiscoignetiaePulliat う．ドウ科ブドウ属

種子が多数出土した。

17)サルナシ （コクワ) Actinidiaarguta (Sieb. etZucc.) Planch マタタビ科マタタビ属

種子が多数出土した。

18） ミズキ CornuscontroversaHemsley ミズキ科 ミズキ属

種子が数個出土した。

19)ハクウンボク StyraxobassiaSieb. etZucc. エゴノキ科エゴノキ属

種子が数個出土した：

20)ニワトコ SumbucussieboldianaBlume,exGraebn. スイカズラ科ニワトコ属

種子が多数出土した。エゾニワトコの可能性もある。

21）オオカメノキ VibrnumfurcatumBlume スイカズラ科ガマズミ属

種子がわずかに出土した。

2 草本類

1） イネ科種子 Setariasp. イネ科エノコログサ属

焼痕のある穎果力:若干出土した。長楕円形でやや扁平。長さl.4～1.7mm,幅0.7～0.9mm・ヒエ

やアワなどに比較して穎果がやや細長い。形態からエノコログサ， キンエノコログサに近い。

焼痕と食用との関係は不明である。

2） カヤツリグサ科種子

a) Scirpussp. カヤツリグサ科ホタルイ属

長楕円でやや扁平の痩果が多数出土した。ホタルイ属の特徴を示す。種名は不明である。

b)Cyperussp. カヤツリグサ科カヤツリグサ属

やや細長い倒卵形で三稜のある痩果が多数出土した。カヤツリグサ属の特徴を示す。種名は不

明である。

3） タデ科種子 Rumexsp. タデ科ギシギシ属

長楕円形，三稜のある痩果が多数出土した。ギシギシ属と思われる。種名は不明である。

4）アカザ科種子 Chenopodiumsp. アカザ科アカザ属

円形で扁平，黒色で光沢のある種子が若干出土した。種名は不明である。

5）アブラナ科種子 Cruciferae アブゞラナ科

球形で黒色の種子が若干出土した。属名，種名は不明である。
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6） シソ Perillafrutescensvar. acutaKudo シソ科シソ属

球形でややくびれがあり，表面に目の粗い網目模様をもつ種子が若干出土した｡長さ1.3～1.8mm,

幅1.0～1.4mm･現生のシソにくらべて膳点の特徴がやや不明確なものも含まれる。エゴマに類似し

ているが，種子の大きさからシソとした。

7）ホオズキ PhysalisalkekengiLinn. ナス科ホオズキ属

円形でくびれがあり，扁平,表面に独特な網目模様のある種子が若干出土した｡長さ2.0～2.8mm,

幅1.7～2.1mm。

8）ゴボウ AractiumlappaLinn. キク科ゴボウ属

やや長い倒卵形で表面に平行な紋様をもつ痩果が若干出土した｡長さ4．9～6.1mm,幅2.3～3.1mm。

Ⅱ 出土した植物遺体の検討

遺跡から出土する植物遺体は，遺跡の立地する自然条件に応じて，何らかの事情によって植物の特

定な器官が①自然に遺物包含層に埋積されたものか， あるいは，特殊な状況のもとで一定の目的によ

って，②人為的に遺物包含層に埋積されたものか， の二つに大きく類別される。

植物遺体を扱う場合に， それらを誤りなく識別するためには，発掘作業がおこなわれている現地に

おいて堆積物中に埋積されている試料の産出状態を詳細に観察し検討する必要がある。 また，試料そ

のものからは，外見的なさまざまな特徴のなかから，試料が埋積されるにいたった経緯を注意深く読

みとらなければならない。

出土した植物遺体を検討する際には，①の場合にはとくに問題はない力､，後者の②の場合はきわめ

て取扱いに慎重を要する。筆者は， これまでに経験上の立場から，植物遺体力、人為的な経過によって

遺物包含層に埋積された痕跡を試料のなかから見いだすために，次のような観点を重視してきた（矢

野, 1981)。

⑦植物遺体が何らかの規準によって選別された形跡を示すこと

④植物遺体の破損状態に規則性力罫みられること

、植物遺体に焼痕があること

④植物遺体力ざ当該地域には天然に分布しない種であること

⑦植物遺体が栽培された種であこと

忍路土場遺跡から出土して， これまでに種名力､明らかになった植物遺体のうち，上記の観点にもと

ずいて検討をした結果， 当時の人々の生活に関係があったと思われる種は下記のとおりであった。

1 生活に関係したと思われる種について

1）ハイイヌガヤ

おもに裏日本のブナを主とする落葉広葉樹からなる温帯林および亜寒帯林に分布する （林, 1969)

種である。秋に種子が成熟し，赤紅色をした外種皮が甘味に富み食用となる。

遺跡からは多量の種子が出土していることから，上記の⑦に該当するものである。 また，部分的に

＠の焼痕も認められることから， 当時の人々の生活に関係のある種と思われる。 とくに秋の季節に周

辺の山野から採取し，外種皮を食用にしたものであろう。

2）オニグルミ

日本全土に広く分布し，谷あいや谷に接する緩斜面， 川沿いおよび平坦地などにおいて最も旺盛に

生育する （林， 1969）種である。殼の内部にある果肉は栄養価力苛高〈食用となる。

遺跡からは多量に核の殼力ざ出土した。ほとんど力罫破損しており，両殼力ざ縫合面から分離されたもの
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が多く ， とくに，頂部の一部を欠除しているもの力罫めだつ。これはオニグルミの核を立てておき頂部

に打撃を加えて割り， 内部の果肉を取り出して食用に利用したことを示すものであろう。殼の破片に

は焼痕もあり，上記観点の…の項目が該当する。

3） トチノキ

北海道の銭函と登別を結ぶ線以南から本州・四国・九州の温帯に分布する種である。秋に扁球形で

大型の種子が成熟する（林， 1969)。種子には多量の澱粉質が含まれているが，非水溶性のサポニン．

アロインなどを含み， にがみ力寸あるので， アク抜きをしなければ食用に利用することができない（渡

辺， 1975)。

遺跡から出土した遺体の内果皮は， ほとんどがひき裂かれた状態であり，原形をとどめる状態のも

のは少ない。多量の種子力:このような状態で出土することは，種子の内部の果肉を取り出すために果

皮を破壊したものと推定することができ，何らかのアク抜きの技術を用いてトチノキの種子を食用に

利用していたものと思われる。

一方，種子の原形に近い形で出土したものには， それらの中心部を貫通する直径，～2mm程度の

穴力葡あいたものがあり， それらに細い紐を通すことにより数珠状の連なりができ，装身具として利用

したことが考えられる。これらには，直径2cm前後のもののほか，それよりも小型で未熟果のみを集

めた直径7～10mm程度のものの2種類力訂みられる。首輪腕輪などの存在力罫推定される。

上述の観点では欧麺の各項に関係がある。

4） ミズナラ・コナラ

ミズナラは，北海道，本州， 四国，九州，サハリン南部，南千島， 中国東北部，朝鮮半島などの温

帯に広く分布し， 日本の温帯林を構成する代表的な樹種の一つである （林, 1969)。 また， コナラは，

北海道石狩低地帯から本州,四国,九州および朝鮮半島などの温帯および暖帯に広く分布している(林，

1969)。

ミズナラ， コナラは，ふるくから食用として利用されてきた（林， 1969）が， アク抜きが必要であ

り，各地においてさまざまな工夫がなされてきた。

忍路土場遺跡から出土したミズナラ， コナラなどの堅果類の遺体は量的には少なく ，食料として利

用した痕跡を残す資料は，焼痕のある一部のものを除き今のところほとんどみあたらない。 しかし，

当該地域の現植生の状況をみると，量的には最も恵まれた条件下にある樹種であり，今後，検討を要

する点のひとつである。

5） クリ

クリは日本特産の落葉広葉樹で，北海道（石狩･日高以南)，本州， 四国，九州の温帯から暖帯にわ

たって広く分布している。 この樹種は，常に陽光のある所を好み，谷あいまたは中腹の緩斜面などで

最も旺盛に生育する （林， 1969)。堅果はふるくから食用としてよく知られてきた。

上記のミズナラ， コナラと同様に， この地域の現植生の状況をみると，クリの生産量はかなりのもの

力苛推定される。 しかし， この遺跡からの出土量が少ない点は，今後の検討を必要とする。上記観点の

①が該当する。

6）ヤマブドウ

北海道’本州’ 四国，南千島，サハリンなどに分布し， 山地によく生育する(北村， 1983)。果実は

食用となる。

遺跡からは種子が多数出土する。出土した種子のなかには一部に焼痕力、あることや， 出土量が多い

ことなどの状況から， 人為的に集積されたものと思われる。上記観点の⑦，＠が考えられる。
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7）サルナシ （コクワ）

日本全土に分布し， 山林中に生育する （北村， 1983)。果肉は食用となる。

遺跡からは種子が多数出土する。ヤマブドウと同様， 出土量が多いことから，人為的に集積された

こと力、考えられる。上記観点の⑦が該当する。

8） キハダ

北海道，本州， 四国，九州，南千島，サハリン南部，朝鮮半島， 中国東北部などに分布し，主に温

帯， まれに暖帯に分布する。陽あたりの良い所を好み，谷間またはこれに接する斜面において最もよ

く生長する （林， 1969)。

遺跡からは種子のみ力、多数出土し，一部には焼痕も認められた。石狩低地帯の縄文時代の遺跡から

は， とくに炉のまわりに集中的に炭化した果実や種子が散乱して出土する例があり，人々の生活に利

用された可能性の高いこと力罰指摘された。

知里（1953） によれば， アイヌの人々は秋に果実を採取し，生で食べるほか煮物に入れるなどによ

り食用に利用したほか薬用にも用いた。

このようなことから， この種も当時， 食用として用いられた可能性ｶｺ強い°上記観点の⑦，、に該

当する。

2 その他の種

遺跡から出土した植物遺体のうち,当時の人々の生活に関係力、あると思われる種について記したが，

他の種についてはとくに検討に足る状況は得られなかった。 しかし， それらはいずれも冷温帯林に特

徴的に分布する種であり， ほとんどは自然状態で堆積物中に埋積されたものと思われる。 とくに， ア

カトドマヅの未熟球果の出土は， 当時の植生のなかに針葉樹も若干含まれていたことを示すものであ

り，植生の復元に重要な資料となる。

草本類については水湿地性を示す種，若干の人里植物と思われる種などのほか栽培種もわずかに

みられた。 これらについては，古環境をより解明するためにさらに精査を必要とするものである。

3 植物遺体の包含層と二，三の種の出土状態

忍路土場遺跡における植物遺体の産出層準は， 区分された層位のうち，主としてⅢ層とⅣ層に集中

している。

下部のⅣ層は厚さがほぼ50cmであり，下位に部分的な褐色細礫層力罫みられるほか,ほとんどが薄い

泥炭，泥炭質粘土，粘土の互層からなっている。それらの薄層はいずれも水平であり，厚さは数mm

ないし数cInである。

上部のⅢ層も厚さは50cmである。堆積物の粒径はⅣ層より細か< ,Ⅳ層と同様に泥炭,泥炭質粘土，

粘土の互層である。Ⅲ層はⅣ層よりも泥炭の薄層を多く含む。

これらの堆積物は，種吉沢川が現在の流路よりも南側を流れていた時期に形成されたものである。

当時， この地点付近は，種吉沢川が南側に続く緩斜面を浸食しながら浸食崖を形成する状況下にあっ

た。現在残されている旧浸食崖の分布から判断すると， この小河川は曲流しながら流れていたことは

確実であり，泥炭，泥炭質粘土，粘土などの薄層・互層を示す特徴的な堆積物は，種吉沢川の蛇行に

ともなって形成した池沼状の環境下に堆積したものと思われる。Ⅳ層の上半部からⅢ層の全般にかけ

て河畔や沼畔に生育するカヤツリグサ科の遺体が多産するのも， それらの環境を示しているものであ

ろう。

これらよりも上位のI層， Ⅱ層は，灰褐色シルト層が多く ，泥炭質の部分は極度に少なく ，植物遺

体の産出もごくわずかとなる。Ⅲ，Ⅳ層当時の池沼状の環境とは大きく異っていた状況と推定される。

I
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

一方，植物遺体のなかで，大型の堅果類は， きわめて特殊な出土状態を示している。Ⅲ層，Ⅳ層か
ら出土するハイイヌガヤ， オニグルミ， ミズナラ， クリ， トチノキなどは， ほぼ限られた範囲から集
中的に出土している。それらは第Ⅸ－2－1図に示すように地形的に突出している旧浸食崖の一部A

点を中心に， およそ20m以内に特徴的に出土している。

遺体の状態では， オニグルミ， クリ， トチノキはいずれも破壊されたものばかりであり， ミズナラ

は膳点のみとなっている。オニグルミのなかには両核がそろったものもあるが， それらはすべて小動

物によって核の両側に円形の穴があけられたものばかりであった。

このような堅果類の破損状態，水平的分布状況， およびそれらの包含層の堆積環境などを勘案する

ならば， これらの堅果類はいずれも当時の人びとの生活に利用されたものであることは確実であり，

しかも， それらは浸食崖上の特定の地点から，下位の池沼状の低地へむけて継続的に投棄されたもの

と考えられる。

なお， このⅢ層，Ⅳ層の層準のなかに， 当時の人びとの作業場の存在が論議されているが，上記の

堆積環境および堅果類の出土状態， および地形条件などを検討するならば，作業場が存在したとする

推定には無理がある。

4 栽培種の存在

出土した植物遺体のなかで草本類に栽培種力罰存在した。それらは種名の明らかな種としてシソ， ホ

オズキ， ゴボウの3種が， また属名，種名が不明であるがアブ・ラナ科に属する種力ご認められた。同定

にあたっては現生種や他の遺跡から出土している同一種とも比較し慎重を期した。

シソについてはエゴマとの関連をも充分に検討した力ず，黒松･粉川 (1986)の考え方にしたがって，

粒径によりシソとしたものである。アブラナについては表面の紋様から2ないし3種ほどに細分でき

そうであるが， シソと同様に今後の精査を必要とする。

シソ， ホオズキ， ゴボウ， アブラナなど力:同一遺跡から出土したことは， これらが当時栽培された

ことは確実であり，縄文時代における栽培植物に関する資料としては， きわめて重要な情報である。

一方，栽培種との関係では，今のところまったく不明といわざるを得ないが，焼痕のあるイネ科の

穎果が出土したことは興味ぶかい。 とくに植物遺体力§多数出土するこの遺跡は， 当時の人びとが生活

に用いたさまざまな植物体を継続的に投棄していた場所と判断できることから，焼痕のある穎果は特

別な意味をもつものかも知れない。今後の重要な課題のひとつであろう。

Ⅲ出土した植物遺体についての考察

1 冷温帯林北限地帯における忍路土場遺跡

忍路土場遺跡が存在する地域は,わが国の植生帯からみると,いわゆる冷温帯林に属している。この森

林帯は,わが国固有の分布種である落葉広葉樹のブナの分布地(図Ⅸ－2－2）とほぼ一致している｡北

海道の場合は，ブナの分布が渡島半島の北限である黒松内低地帯で終っているので長い間，黒松内低

地帯は， わが国の冷温帯林の北限とされてきた(Tatewaki, 1958)が，冷温帯林を構成している特徴

的な他の種が， その地域よりもさらに北方へひろがっているために，最近では，石狩低地帯付近が本

来的なわが国の冷温帯林の北限と考えられはじめている。

ブナ帯の分布域をこえて， さらに北方へひろがる冷温帯林構成種は，多くの種があげられているが，

なかでも，縄文時代およびそれ以後の人びとにとって重要な堅果類を豊富に提供したオニグルミ， ミ

ズナラ， コナラ， クリ， トチノキなどはそれらのなかの代表的な樹種である。

このようなことから，ブナ林の分布域には直接位置しないとはいえ，忍路土場遺跡は， わが国の冷
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図Ⅸ 2－2 ブナ林の分布地（日本林業技術協会， 1964による） と遺跡の位置

1X忍路土場遺跡, 2X烏浜貝塚
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

温帯林の北限地帯に所在する遺跡であると表現してもよいであろう。忍路土場遺跡からは， これまで

に特徴的な大型植物遺体が豊富に産出しているが， これは縄文時代後期中葉（約3,500～3,000年前）
と年代が推定されている （種市・三浦， 1987） ことから， この時代の冷温帯林北限地帯における人び

とと植生のかかわりを知るうえでは， きわめて重要な遺跡であるといえる。

一方，わが国の冷温帯林は， 山岳部を除いて平地では，福井県中部，滋賀県北部付近のほぼ北緯35.

30'あたりが南限となっている。近年，大規模な低湿地遺跡として知られている福井県の鳥浜貝塚は，

この冷温帯林の南限地帯に隣接する位置にあり，忍路土場遺跡同様，豊富な大型植物遺体が産出して

いる。後氷期以降，気候の変化に応じて植物地理のうえで若干の変遷があったとみられるわが国の冷

温帯林のひろがりのなかで， それぞれの北限と南限付近に位置する両遺跡が， ともに豊富な植物性資

料を産出していることはきわめて興味ぶかい。

今後，冷温帯林および近縁部における栽培種をも含めた植物性遺物の諸問題や人びとと植生のかか

わりを検討するうえで，忍路土場遺跡は鳥浜貝塚と同様， きわめて重要な役割を果すものと思われる。

2 食料としての堅果類の問題

わが国の縄文時代の遺跡から，食料の残倖として出土する植物遺体はかなりの種数にのぼる力罰， そ

れらのなかで多くの遺跡から普遍的に検出されている種は，カヤ,クルミ，クリ， トチノキとドングリ類

の堅果類に限られていることが知られている （渡辺, 1981)。

忍路土場遺跡においても,ハイイヌガヤ,オニグルミ，クリ， ミズナラ, トチノキなどの遺体が出土している

が，ハイイヌガヤはカヤに代る存在であることを考慮するならば， これらの組合わせは，渡辺(1981)

の指摘と一致しており，北海道西南部においてもこの時期には， わが国の他地域と同類型の食料とし

ての植物利用がなされていたことが考えられる。

この項では， これまでに検討資料が乏しいために，北海道ではあまり具体的に検討されていなかっ

た食料としての堅果類の問題についてふれることとしたい。

1） ミズナラ

忍路土場遺跡から出土したいわゆるドンクゞリ類は，先にのべたように， ミズナラ， コナラの2種を

記した。 しかし， コナラとしたものはウ形態的に小形のものを便宜上分けたものであり， 同定に関す

る厳密さが乏しいのでここでは一括してミズナラとして扱った方力罫良いであろう。

忍路土場遺跡から出土したミズナラは，完形のものはごく少なく ，大部分は堅果の謄点が残ったも

のである。ハイイヌガヤやクルミにくらべると， ミズナラの遺体の出土量は少量であるのは意外であ

る。忍路土場遺跡が立地するこの地域は小河川力罰流れるなだらかな丘陵地帯であり， ミズナラ林の発

達はかなり良好である。現在の植生のうえではクリやトチノキよりも個体数ははるかに多い。

このような植生的背景のなかで，遺跡から出土するミズナラの遺体が極度に少量なのはどのような

理由によるものであろうか。現時点で考えられることは， ミズナラは，①食料としては利用されてい

なかったこと，②食料として利用されたが遺体としては残されなかったこと， など力ざあげられる。前

者の場合は， アク抜き力罰むずかしいとされているトチノキが多量に利用されていることを考慮するな

らば，最も豊富に生産されたはずのミズナラが活用されずに放置されていたとは一般には考えられな

い。後者については，現在のミズナラなどの利用法を参考にしながら検討をしてみる必要がある。

ミズナラはトチノキと異って水溶性成分であるタンニンカ:含まれているので， そのアク抜きは比較

的容易である。 ドングリ類を現在もなお食料に利用している事例として，最近，辻(1985)は韓国の

状況を報告している。それらはおもにカシワ， コナラ， クヌギなどが主体であるが， これによれば，

すべての事例に，搗き砕き一皮の除去一水につける， などの過程力罫みられる。
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こうした例でみるならば，堅果を皮つきのまま臼などで搗き砕いた後に表皮を除去するのであるか

ら， ドングリ類の原形をとどめた表皮ほ， まったく残らないことになる。松山（1977） もわが国の各

地の山村部で同様の事例を報告している。

忍路土場遺跡からは， ミズナラの遺体の出土量が極端に少なく ， しかも出土した遺体でも原形をと

どめるミズナラが少ないのは， その加工の過程に主要な原因があると思われる。 このような点から，

忍路土場遺跡においては， ミズナラを利用する場合には， あらかじめ表皮が付着したまま打ち砕くな

どの独特な処理方法が存在していたものと推定することが可能である。

2） トチノキ

トチノキの現在の天然分布はさきに記したとおりであり，石狩低地帯には分布がおよんでいない。

これまでに石狩低地帯では，縄文時代の後半とその後の続縄文時代の遺跡から， それぞれ若干の点数

のトチノキの種子が確認されている(矢野, 1981)。 また，忍路土場遺跡からは，破壊された種皮が多

量に出土していることを考えるならば， トチノキは現在よりも気候条件が恵まれていた縄文時代中期

ごろには，冷温帯林北限地帯においても，かなり優勢な状況下にあり， その分布も現在にくらべて，

さらに北方へのびていたことが推定される。このような気候条件の変化にともなって，樹木の分布範

囲がいちじるしく変化する例は,北米大陸やヨーロッパなどの後氷期においてもよく知られている(Sauer,

1988)。したがって，忍路土場遺跡付近においても， この時期にはトチノキは当時の人びとの食料とし

ての役割を果し得るほどの生産量があったことは確実である。

次に， トチノキが北海道においても食料として利用されていたとするならば，問題はトチノキの果

肉に含まれている，非水溶性成分のサポニンやアロインなどのいわゆるアクの存在である。 トチノキ

は， アルカリによって中和し，丁寧にアク抜きをしなければ食用として利用することはできない。 こ

のアク抜きは成分ｶｺ非水溶性であるためミズナラに比較して複雑な作業段階が必要とされている。

遺跡が所在するこの地方では， トチノキを食料として利用した際に， どのようなアク抜きの技術や

作業過程があったのであろうか。 トチノキのアク抜きについては，松山（1977）によって， わ力罰国の

中部山地の事例がくわしく調査されている。これによれば，アク抜きについては，①水にひたす方法，

②灰汁にひたす方法,③水で煮る方法,④灰汁につけて加熱する方法などの基本型力欝あげられている。

これらは縄文時代の技術や方法とは直接結びつくものでないにしても，基礎的な技術や方法を検討す

るうえではきわめて重要な示唆を含んでいるものと思われる。

現在までのところ，忍路土場遺跡から出土したミズナラやトチノキの遺体からは， アク抜きの技術

を推定するに足る具体的な手がかりは得られていない。 しかし， この遺跡からは， 多くの植物遺体に

まじって，石器や土器のほかにかなりの量の木製品，繊維製品，各種の工具，容器類など力ざ出土して

いる(種市，三浦， 1987)。忍路土場遺跡の立地条件を考盧すると， それらの出土資料には，堅果類の

アク抜き作業に関係のある資料も含まれている可能性が大きい。それらの技術をさぐるうえで多くの

出土資料を民具学的な観点から詳細に検討する必要がある。 これはきわめて重要であり，緊急を要す

る課題である。

3 栽培種に関する問題

栽培種としてのシソは， ヒマラヤからビルマ， 中国にかけての地域が原産地で，広くアジアの温帯

に分布する(高瀬ほか1964)。 また， ホオズキはヨーロッパ中南部から小アジア， 中央アジアにかけて

母種が分布し(大井， 1972)， ゴボウは，原種とみられる野生種がヨーロッパ，アジアに広く分布して

いる(木原ほか1972)。アブラナ類についても今後，詳細な検討を要するが，北ヨーロッパ， 中国， イ

ンド， 中近東， シベリアなどに原産地をもとめることができる （笠原， 1986)。
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

これらの栽培種は， いずれもわが国を原産地とするものではなく ， いずれかの時期に近隣諸地域を

経てわが国へ移入されたものである。笠原（1986）によれば， わが国の日本海をめぐる縄文時代の栽
培種として，縄文前期の鳥浜貝塚ではヒョウタン， リョクトウ， エゴマ， シソ， コウゾ属など南方系

の照葉樹林文化のものと， アブ、ラナ類(ナタネ， ヅケナ， カブ， カラシナ)， ゴボウ， アサなどのナラ

林文化に属するもの力欝出土している。

これらの栽培種は日本海沿岸にそって移入されたもののようであり， それらのうちのアブ．ラナ類，

シソ， ゴボウは忍路土場遺跡からも出土したほか， アサについてはゴボウとともに， この遺跡よりも
少し年代の新しい石狩低地帯の江別太遺跡からも出土している （矢野, 1981)。

縄文時代後期の年代を示す忍路土場遺跡からアブラナ類， シソ， ホオズキ， ゴボウがほぼ同一層準

からそろって出土したことは，本州地域でもすでに明らかにされているのと同様に，すでに北海道に

おいても， 当時の人びと力;， その規模はともかくとして栽培という営みを明らかにおこなっていたこ

とを示す具体的な証拠となるであろう。そして， さらに， これらの種の存在は， それらが縄文時代の

かなり早い時期から日本海沿岸ぞいのルートによって文化的な交流のあったことを示唆しているもの

と思われる。

ところで， アブラナ類， シソ， ゴボウについては，一応，食用としての利用を考えることができる

が， ホオズキは， 当時の人びとにとってどのような利用価値があったのであろうか。鳥浜貝塚などで

のホオズキは， まだ報告されていない。北海道ではホオズキ類として札幌市K135遺跡，およびサクシ

ュコトニ川遺跡なと・から若干の種子が出土しているが，年代はさらに新しい擦文期である。 しかし，

それらがホオズキであるとするならば， その利用に関する問題のうえでは，何らかの関連がありそう

である。

わが国では,古くから伝統的に継承されてきた漢方医学の知識や技術が今日でも生かされているが，

漢方医学に用いられる漢方薬としてさまざまな植物が利用されてきた。なかでもホオズキは漢方薬に

おいては，根茎が｢酸漿根」として明確に位置づけられているほどであり，生果または乾燥果は痛風，

扁桃腺炎，せき止めなどに， また，茎葉乾燥品は風邪の解熱，せき止め， 口内炎，肩こりなどに用い

られている （後藤1987)。 このように漢方薬としての利用のされ方を検討してみると， さらにシソ，

ゴボウなどにも， それぞれ漢方薬としての独特な効能がある。

シソは，乾燥した葉を煎じると健胃作用力罰あるほか， さらに，ぜんそく ，精神安定， 口内炎，咽喉

炎などに効用があり（後藤1987), またゴボウは乾燥した種子を煎じて解熱解毒，消炎，腫れもの

の化膿のどの腫れなどに用いるほか，葉や根の汁は毒虫にさされた時に役立つ(山岸･三橋, 1977)。

このように， これらの種はかなりの広い効能をもつ漢方薬としてふるくから人びとの生活のなかに

位置づけられており，今回， シソ， ホオズキ， ゴボウなどが忍路土場遺跡から出土したことは，縄文

時代におけるそれらの食用としての利用のほかに，薬用としての利用法の存在についても充分検討す

る価値がありそうである。

さて，縄文時代における農耕の問題については，近年， わが国の各地において豊富な出土資料によ

って， かなり具体的な論議がすすめられている。北海道においても吉崎（1988）の精力的な研究をは

じめ， 山田 (1986)などのいくつかの成果が出されつつある。 とくに，縄文時代中期の年代を示す南

茅部町の臼尻B遺跡からのヒエ， アワなどは，わが国最古の栽培種であり，稲作以前の雑穀文化の存

在を証明するものとされた(南茅部町教育委員会, 1988)。 これらの種の出土は，北海道の縄文時代に

おける農耕の存在の可能性をさぐるうえで， きわめて重要な資料と考えられる力罰，今回，忍路土場遺

跡から，明らかに栽培種として同定される若干の種が出土したことは，すでに確認されてきた成果を
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いっそう補強し， これまでの縄文農耕仮説をさらに前進させうるものであろう。
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

。霧｡ ”
､ ≠霞､;:‘#篭､"

余毒
議蓉

1

懲 ．纏総
2

7 8

謬鶏.典急 ・勘'，‘脅罰葡息
職瀞鋤溌溌

9
1110

》
霧

患曹譲識12

、

14

13

17

15

19
16

霞; ､
影‘

』

出土種子 1 ： トチノキ 2 ： トチノキ(未熟果） 3 ：ハイイヌガヤ 4 ： ミズナラ 5 ： ミズキ
6 ：クリ(破片） 7 ：ヤマブドウ 8 ：キハダ 9 ： コブシ 10 ：ゴボウ 11 ：ホオノキ 12 ：ホオズキ
13 ：シソ 14 ：オニグルミ(縫合部食痕） 15 ：オニグルミ(頂部食痕） 16 ：オニグルミ(頂部破損）
17 ：オオカメノキ 18 ： ミズナラ(膳点のみ） 19 ： ミズナラ

205





’
｜"’

’ ~勇一
’

’
卜

|=’ 胃’
ほ
|

’
’
雪

’
’

唖・韓

~
卜・銅［

閤。唖

唖・寺

函・一、

『。『

唖・閏

卜・『

‐
【。［銅

ぬ’ 埠
雨・・ぬ

’
”

●

国

国
寺

弓一
卜
討

唖
｜
割

“
胃

卜
弓L
C

３咽洲一振一守萬一因、三可、里守、守

ｅや蝿掲嘆値蝿吊呈鐸繍吾

淀都、［函、［守、的寺、守

’

~

”
l－

~~

P
I
s

膿ｉＬに

守

‐

-'．
‐
”
｜
‐
｜
胃
’
四
”

‐
”
望

垣銅
つ
関
園
｜
胃

胃
‐
‐
つ

寺
胃

頁
三
｡

閏
L
C

園
｜
‐
‐
‐

寺
‐

‐
‐
‐
‐

胃
‐
”
｜
旨

‐
‐

胃
‐
‐
‐

‐
G
J
”

棄弧剛睡も閏曇廻鼻埋蔵Ｓ壼晒蝉判窒照旨

丁
~

~

胃
戸

戸
‐

~
銅
~
”

師
国

臼
~

卜詞

胃
胃

0
．
”
‐
‐

畠
胃

~
胃

←
。

胃
奇

国
毎
コ

1
胃
｜
垣

寺
‐

詞
胃
胃

胃
‐

言
戸

戸

L
ロ

㈲
寺

胃
胃

＝
言

胃
目

胃
目

胃

唖，酎幻

唖唖
雪
”。『【

一・むめ国
謁
圓
韮

↑０つ
．』'2

”
輻ｏやむ暑'き'ョ

函・や

雨。尉唖

⑮。、争垣

つぬ
l
_
｡
寺

［垣
毎
ｺ
垣・電電

唖・つ

卜目
垣師
詞『
函。【〔『

四つ閏

【。”

胃
胃

“

閨
|卜
函・卜

『・唖②

弓
今
q
園

隼
。

望
や・つむ

［９［ぬ
爵
|菖
旧
鄙。［

○
○
●

胃

詞
や。、〔

［・寺斡

面）咽制

刃会・心Ⅱ侭）淵柧ｌ壼垣幽咽判調怜騨到Ｋ［ｌ函ｌ琶硝

|ﾛ■
■

|圓園園｜
~

唖
寺

唖
唖
司

閏
一賑一・階望

賑

畠謂

I
口

I
-l 園

-
白
E
|
9
つ、［

⑭師
ｍ四

唖つ雨

~
’［ず

唖、
~
『卜斡

［

~
つめ

銅萄
。
。

雪|胃|国'．
ぬい［

四卜
↑垣［

G
j
の②
“
L
○
弓

飼悶
！
ぬ
'一
|亀

三
←目
ママ

寸四
己胃

唖銅
L
○

’
ー
弓

トマ
毎
ｺ

言
|ｰ

ー

雪
、戸

胃

。
ｰ
目

~

弓’
L
ロ
0
0
垣舜

《
C

G
J

寺

雪
畠
”

弓
~

ー
~

亭
。

~
~

“
可

~
寺

目
‐
』

胃

園函
い
．

c
c
卜
c
c

◎
｡

三
胃

園銅
弱電

“
園

胃
L
⑦

望
三

L
O
寺

＝
『雨
胃

国
○
○

一
ー

垣
目
目

一
胃

胃

守、『

、弓
三
三
つぬ

、垣
圏
電電『

四函
~
寺唖尉

●師
国討
垣

トトマ

G
1
垣寺
窒喜

ｃ卜
雨

『ぬ
”

唖函
師一［

一『
の『

。
○
関
・ず

胃
印画

垣
胃

園
⑫困

L
O
”
苛

胃
胃

垣嗣
ヨ
雪

胃
胃

雪
国

胃
胃
ｰ

ｰ
戸

因、『

凶
‐

胃
‐

‐
可、”

卜
胃

胃
~

胃
垣

胃
餌

胃
戸

胃
目

目
戸

目
胃

ｰ
目

罰、寺
~
~
~

~

。’罰１画

ニー罰ｌ斡一

振如

二目目

ニー［－つ［

両Ｉ雨１つ［

~
。’［ＩＣ『

。’園，Ｃ［

でＩ園’一『

で１割Ｉ［〔

花伽

。’［Ｉ［［

でｌ園１つ［

振伽

でＩ［１つ［

当川」零

凶裂

凶裂く

ニー『Ｉ唖

。’［１唖

。’罰ｌ卜

○１【Ｉ②

画１［ｌト

ニー閏Ｉ卜

ロＩ酎ＩＦ

ニー銅Ｉ⑮

両Ｉ毎Ｉ⑮

でｌ鐘ｌ②

一Ｉ園’四

毎Ｉ函１画

ニー”’ぬ

で
両

”
“

ぬ
②

ニー園Ｉ［

でｌｍｌ『

ニー［１ｍ

。！〔ｌ輻

。Ｉ園’ぬ

で１国１，

~
両Ｉ『１ｍ

ニー園’四

ニー『Ｉ垣

。’【ｌ④

呵Ｉ毎Ｉや

ニー『Ｉ唖

侭Ｉ菌Ｉ唖

。’『’四

。’［ｌ唖

でＩ雨’ぬ

ニー［１ｍ

。Ｉ餌Ｉ卜

竺１〔’零

石Ｉ闇Ｉ唖

でｌ園Ｉ卜

。’討Ｉ垣

で１ｍ１画

’
趣

睦
“

司
睡

○
趣

詞
凹
垣



呵
心

洞
白
覗

“

鯏 只 １ 画 １ 画 汁 催 職 瓠 圧 什 抑 飼 育 聖 ｌ 洲 蜥 （ 升 Ⅲ 、 旨 ん ）

｜

口｝ ● ご 事 ． ， 引 墨

菅

’
垣 １ 画 ｌ 煙

② Ｉ 』 ’ ○

垣 Ｉ 』 ’ ず

函 １ 画 Ｉ ユ

隼 ｌ 閏 Ｉ 。

』 １ 画 ’ ず

』 ｌ 閏 ’ 四

函 ｌ 』 ’ ○

隼 ！ ］ ’ ず

『 １ 画 Ｉ ユ

『 ｌ 樽 ’ ○

昌
|苫
毎 ’ 四 Ｉ ユ

⑳ Ｉ 学 ’ 四

の Ｉ 』 Ｉ Ｃ

、 Ｉ 雲 Ｉ ユ~
印 １ 画 １ コ

ｍ Ｉ 函 ’ ず

《 ’ 四 Ｉ ユ

』 １ 画 ’ ○

叫 理

稗 つ ｌ 碑 Ｉ ユ

』 や １ 』 ’ ○

』 ④ １ 闇 ’ 二

目 騨 Ｉ 函 ｌ ウ

』 』 Ｉ 陣 ’ ○~
］ 』 ｌ 闇 Ｉ ユ

冒 閏 １ 画 Ｉ ユ

胃 ｝ Ｉ 間 ’ ず

畠 』 Ｉ 間 ’ 四

』 」 ｌ 』 ’ ○

巨 畠 ウ

』 つ Ｉ 閏 ’ ず

』 つ ｌ 閏 ｌ ユ

』 つ １ 画 ’ ○

』 つ Ｉ 』 ’ ○

諾
わ ｌ 函 Ｉ 己

垣 Ｉ 閏 ’ ○

』 つ Ｉ 罠 ’ ず

」 つ ｌ 』 Ｉ 艶

⑫ Ｉ 函 ’ す

垣 Ｉ 間 Ｉ 釦

垣 Ｉ 』 Ｉ ａ

垣 ｌ 罠 １ ヶ

垣 ， 骨 １ 画

“ １ 国 ｌ ユ

隼 Ｉ 閏 Ｉ 。

』 １ 吋 １ ヶ

唖 １ 画 ’ 四

寧 １ － １ ユ

倭 図
古
|凸

~
~

壱
~
心 一 “ 、 心 一 骨 、 い 一 得 、 心 一 門 弓 ・ ’ 一

~

心 “ 、 心 』 、 函 胃 、 心

崗

汽

』 》 唖
己
|唇

＝
＝

◎
0

。
。

四 一

ｰ
“
~
ｰ

ｰ C
T
』 閏

ｰ
ｰ

~
ｰ

0
．
閏

ー
唖
ｰ

曙
四
←

、
~
ｰ

回 閨
ｰ

四 』 垣

騨 騨
＝
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ

画
1

ｰ
ロ
可

ｰ
“

画
ｰ

ｰ ↑ 『 、 閏

画 ② 閏

』 司 垣

函 つ む

昌 昌 団 廸

四 一 ｍ 『~
切 垣 酉

函 の 『

函 啓 一

農 四 一 ｍ

碑 つ 砲

』 晨 閏
四 四~
胃 の 轡 酋

』 函 空
窪
ｰ ○
-1

四 《
』 司 唖

、 『
餉 堕

」 四 ・
屍 ~
《 『 印~
『 つ

わ 、 閏

軌 《 ↑

唖 ］ 傭 、

』 つ 配

閏 寧 》

四 ｍ
酋 揖
』 ｛

己
己

ｰ
昌 昌

ｰ
閏

。
。
垣

画
ｰ
ｰ

‐
ｰ
南
ｰ
ｰ

、

閏 隼 星 、

』 つ 印
四 つ 』

ｰ 印
四 『 酌

函 》
』 つ つ

望 一
四 一

岸 閣
』 一 博

一 つ
』 四 四

』 跨 切

岸 切 包
届

四 四
ヨ

cぅ
|己
扇

画 』
昌 寧

ｰ
垣
四

但 中
侭 の
函 一

の 、
偉

学 学
↓ の
碑 、

ｰ
‐

‐
ｰ

ヨ
ｰ

』 単 色 』
ご －

罠 司 亜
~
画 函 鞆

』 一
函 切 『

ｰ
一

毎 つ
望

。
◎

昌
四

岸 、
酌 む

~
』

』 ②
画

』 、
弓

ｰ
閏 隼

罵
'一

ｰ ･
丁

－
ヨ

②
の

唖
○
・

ｰ

ｰ
‐

~
声 む つ 壷 餉

’
函 閏 ↑~
碑 つ 』

『 唖~
『 ・ ヨ

閏 一 ｍ~
昌 餉 寧 函

間 一 画 垣

《 昌 酌 四

博 学 印

一 つ 』
一 つ~
い つ 』 』

」 ・ 間

障 餉 《

胃
|諒
晨
|劇
畠

］ ． 跨 餉

’
』 、 罰

餉 騨 画
弓

↑ 」
『 一 屯

閏 今 寧

む つ 目

畠 ② 今

② 』
』 つ む

昌 つ~
垣 四 つ

恥 ↓
t､
｡'
屈

印 西
↑ 垣
の つ

』 』
届

画
函
轡

ｰ
酌

‐
ー
ｰ
ｰ
ｰ

ヨ
ｰ
l
ｰ

~

~ 画 四 唾 学 ⑫ 。 、

｝ 胃 つ ヨ 。 唾

側 抑 （ 巴

四 ｍ 四 ・ 空

四 閏 四 。 の

四 閏 、 、 。 ②

一 つ 『 。 』
閏 跨 の~
、 国 壷 垣 。 、

函 。 、~
、 』 や 。 画

四 ｍ 『 。 函~
』 つ む

房 曇 寧 『 ◇ ⑫

」 。 』~
目 や 唖 。 『

、 垣 閏 ｏ の

や つ ． 罠

博 寧 、 。 《

、 ］ ． 。 鞆

む つ つ ◇ ヨ

』 騨 切 。 閏

昌 』 の 。 ｍ

』 一 ｍ ． 『

垣 垂 函 。 』

学 『 』

』 、 画 。 ②

号 《 。 ｍ~
垣 。 ⑫

⑳ 骨 。 四

一 ｍ ’ 四

’
』 つ 。 今

胃 《 争 四

四 ・ ｍ

］ 職 毎 『

四 。 』
2
1
-

ｰ ○ ○
。

昌 骨 。 ↑

」 。 ヨ

垣 。 』

一 。 』

つ ◇ わ

ｰ C
1

壷 閏
』 垣
」 一

~
四
ｰ

|“
_|屋

心 、 心

］ 昌 一
<刀
|ﾄ
ｰ．

ｰ
P
l
－
l
－

ｰ
｡
~
I
ｰ
ｰ

巨
ｰ
ｰ

ｰ
＝

r
●
｜
今

‐
ｰ
O
C

‐
‐

ー
ｰ

ヨ
1
m
←

ｰ
－
コ
c
c
○
1

’
与 哩 替 丙 労 が 沙 飼 獣 び ぷ ｓ

“ 、 吟

』 『 房
産

○
1

匡
l－
l－

間
閏
←

閏 『
全

弓
轡 の

ｰ
骨

晨 嵩
酉
ｰ
ｰ

ｰ
一

○
1
“

－
J
‐
ー
~
ｰ
｜
－

ー

』 世 噛

、 画 一

酌 つ
薗 切

ｰ ･』
窒 一
昌 四
凹 む
乞
』 畠

寧 四
垣 の

②
馬
|圏

忠
ｰ

○
1

ロ 』
『 ↑
轡 歯

ｰ
」 閏
碑 切
己

碑 』
目 四
呂 四

ｰ
←
ｰ

、
ｰ

学
閏

函
‐

●
-1
＝

［
房 、 心

」
｜
|ご
|

｜
｜

｜
’

弓
－

~
‐

一
今

|引
一
|
IH
~.

]言
|丁
巨

閏
ｰ

聖
堂

薗

~

の 罠 学

上‐
届
画 』
、 』

」 】 》

“ 垣
』 園

四 一

急
|扇
|同
|認
|届

』 印
画 簿
畠

聖
'｡
。

］ ． ｍ

~
垣 『
筐

‐
、 唖

ｰ
、

－
|崖

君
に

罠
つ

唖
ｰ
｜
‐
‐
‐
ｰ

‐
ｰ

ロ
1
‐
｜
‐
⑫
‐
‐
。
。
印
轡

ｰ
[
‐

‐
の

~
~

」 画 つ 。 』
』

側 帥 （ 巴

』 餉 昌 学 。 」

目 つ む 。 ］
~
四 ・ 、

’
一 四 。 、

函 』 』 ◇ 鞆
崖
|誰
|畠

農 空 学 。 Ｐ

閏 《 つ ０ 』
’

I
I
一~
』 ② 。 ②

１ １

○ ○

画 一 。 酌

『 一 ・ 』

鱈 つ 。 隼

『 ② 。 ↑

函 四 。 」

函 酌 。 函

画 』 ｏ ｍ

画 四 ・ 割

印 の 。 』

、 学 ・ ↑
I

函 。 』

酌 。 『

唾 。 、

ｰ ● ⑮

② 。 』

学 四
岸 ｏ 今

』 唖

垣 ウ 屋

四 函
ｍ 』
顧

垣 。 酌

昌 切
」 閏

ｰ

昼



表Ⅸ－2－3 大型種子出土量層位別一覧表(オニグルミ ）

計重量(息) ｜ ‘動物による食痕あるも｡性/43/41/2 11/41計 ｜重量(9)
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表Ⅸ－2－4 大型種子出土量層位別一覧表（ミズナラ）
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

3 きのこ

きのこは，黒色腐植泥が主体のⅢc層およびⅣ層中に遣存していたもので,保存状態は良好である。

下表に示すNo.1からNo.12が検出されており,No.9は図版Ⅸ－3－2に見られるように3個が塊と

なって出土したものである。 きのこの同定は，農林水産省林業試験場の林康夫氏にお願いし，以下

の4種類であることが確認された。

コフキタケ Ganodermaapplanatum(PERs. ) PAT･

マンネンタケ属の一種 Ganodermasp.

ホウロクタケ JrametesdickinsiiBERK.

ニオイアミタケ GIoeophyllumodoratum(WuLF. :FR) IMAz･

林康夫氏によれば， これらはサルノコシカケ科に属する硬質菌類で， コフキタケは広葉樹に生え

るもので全国的に分布し，制ガン剤として利用されているという。マンネンタケは古くから中国で不

老長寿の蓋芝として重用されてきた種類で,広葉樹につく一年生のもの｡現在も制ガン剤として珍重

されている。ホウロクタケはナラやカシなど広葉樹の根元に生え，ニオイアミタケは北海道特産で生
ほくち

きたエゾマツにつくという。マンネンタケは薬用として， コフキタケやホウロクタケは火口に利用さ

れた可能性が考えられるという。

なお，計測は当埋蔵文化財センターで実施したもので， ほぼ半円状の幹に着生する直径部分を仮に

最大長，直交する半径部分を最大幅，水平状態で一番厚いところを最大厚とした。PEG含浸処理をし

たNo.4は乾燥状態で,他は水に漬けて保管しており，重量についてもそれぞれの現状で測った数値で

ある。おおよその大きさを知るためのもので，科学的に厳密な計測値ということではない。

表Ⅸ－3－1 出土きのこ一覧表

計 測 値

最大長(径) 最大幅最大厚(高）

123(m) 115(m) 70(m)

94 116 33

132 94 40

220 121 46

173 103 43

47 37 29

31 28 9

47 32 17

61 29 15

118 67 32

71 44 14

70 90 18

51 26 9

48 24 13
157 81 25
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4 昆虫遺体

(1) 出士昆虫遺体について

発掘調査中からいくつかの昆虫遺体が検出されており， 自然環境の復元に役立つものと期待されて

いた。その後, 10-2-d区(11ライン)で採取した土壌資料のうローテーション作業が進捗するに伴

い，昆虫遺体の資料数も大幅に増加し, 800点を越えるに至った。出土層位はⅡb層からⅣ層までであ

るが，各層間にさほど大きな種の違いは見受けられない。なお，忍路5遺跡においても14点の昆虫資

料が得られている力訂， ここで一括して扱う。

種の同定，環境の復元については，楠井善久氏および友国雅章氏に依頼し，次頁以降に掲載した玉

稿を賜っている。 ここでは， その前段として昆虫の概略について示しておく。

一般的に言われている昆虫とは，昆虫綱(Insecta)に属する動物をさすが， その種類数は全動物の

ほぼ四分の三にあたる75万種以上いるといわれ，今なお毎年多くの種力罫新たに記載され続けている。

昆虫綱は， カマアシムシ亜綱， トビムシ亜綱，無翅昆虫亜綱，有翅昆虫亜綱の4亜綱に大別される。

前三者はいずれも成虫が無翅の原始的なグループ・で，大部分の昆虫は有翅亜綱に含まれる。現生の有

翅亜綱は桴蛎目など26の目からなる力罰， このうち半翅目，鱗翅目，双翅目，鞘翅目，膜翅目の5目だ

けで全動物数の過半を占めている。

今回出土した資料は有翅亜綱の革翅目，半翅目，鞘翅目に属する種に限られている。無論このこと

は，当時これらの種だけが生息していたことを示すものではなく ，他の多くの種の遣体は分解が進み，

原形を留めたまま検出されるに至らなかったと解すべきである。

出土遺体を種レベルでみると，革翅目 (DERMAPTERA)ではクギヌキハサミムシ科(FOR-

FICULIDAE) カゴ1種，半翅目 (HEMIPTERA)では，異翅亜目 (HETEROPTERA)のツチカメ

ムシ科(CYDNIDAE)4種， カメムシ科(PENTATOMIDAE) 1", キンカメムシ科(SCUTELLER-

IDAE) 1種である。 また，鞘翅目 (COLEOPTERA)では，食肉亜目 (ADEPHAGA)のオサムシ

科(CARABIDAE) 8種ケンコ、ロウ科(DYTISCIDAE) 1種と， 多食亜目 (POLYPHAGA)の

エンマムシ科(HISTERIDAE) 2種シデムシ科(SILPHIDAE) 4種，ハネカクシ科(STA-

PHYLINIDAE) 3種， クワガタムシ科(LUCANIDAE) 2種センチコガネ科(GEOTRUPIDAE)

1種， コガネムシ科(SCARABAEIDAE) 17E, コメツキムシ科(ELATERIDAE) 2種， ゴミムシ

ダマシ科(TENEBRIONIDAE) 1種， オトシブミ科(ATTELABIDAE) 2種， ゾウムシ科(CUR-

CULIONIDAE) 3E, キクイムシ科(SCOLYTIDAE) 1種となっている。 （田才雅彦）
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m忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

(2) 忍路土場遺跡（小樽市）から出土した昆虫遺体

大阪空港検疫所試験検査室長（医学博士） 楠井善久

北海道小樽市の忍路土場遺跡から出土した昆虫類の遺体を検した。 この報告では下記の標本につい

て発表する。

イ）忍路土場遺跡824検体

ロ）忍路5遺跡 14検体

合計838検体の昆虫遺体のうち現在判明した種の目録を作った。破損による小片が多く ，種名を明ら
かにできないものは属名までとした。

なお同定に際し， コメツキムシ科の一部を大平仁夫博士，ハネカクシ科については伊藤建夫氏にご

教示いただいた。明記してお礼申し上げる。

まとめ

調査の結果，鞘翅目13科，半翅目3科，革翅目1科の，計17科35属44種を確認した。

これらの種は，一部を除いて現在の小樽市周辺に普通に分布する種である。 また，平地や低山地に

生息する種で構成され， 山地帯に生息する種は含まれていない。

種類数を科別にみるとオサムシ科， コガネムシ科(食糞群)，ハネカクシ科， シデムシ科等の地上に

生息する種類， いわゆる歩行虫が多く ， タマムシ， カミキリムシ等の樹木に由来する種が得られなか

った。

コガネムシ科のうちダイコクコガネ属，エンマコガネ属マグソコガネ属等の食糞コガネムシの類

が種類数，個体数ともに多く得られた。 これらの種は，エンマムシの一部，ハネカクシの一部を含め

て，大型草食獣の糞に生息するものである。現在の北海道では放牧地の牛馬の糞に生息しているが，

他の出土品からみて， 当時はエゾシカの糞を対象としていたものと思われる。

この食糞コガネムシ相は，森林内の日陰にある糞ではなく ，草原等の日照の強い所の糞を好む種で

構成されている。 このことは， 出土地周辺の環境を示すものであろう。

エンマムシ科，ハネカクシ科， シデムシ科等は魚介類の死体，腐肉等に来集する種で，数多く出土

することは，集落内のゴミ捨て場等の存在を示すものかも知れない。

分布上注目すべきものにコアオハナムグリがある。 この種は北海道内に分布しているが，生息地域

は道東，道北の一部の地方のみで，現在の小樽市周辺からは採集されないものである。 また，特筆す

べきものとして，本州以南には分布するが，現在の北海道には分布しない，半翅目のアカスジキンカ

メムシが出土した。このことは生物地理学的にも， 当時の気候を考える上にも注目すべき資料と考え

る。
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(3) 忍路土場遺跡から出土したカメムシ類

国立科学博物館昆虫第2研究室友国雅章

北海道忍路土場遺跡から出土した昆虫遺体のうち，半翅目異翅亜目 （カメムシ亜目）の標本は計12

検体で，種名未決定の1検体を除いた11検体は，下記の3科5種に同定できた。

PENTATOMIDAEカメムシ科

凡"如加柳αﾉﾋZpo""ツノアオカメムシ

大型で金緑色に輝く美しい種で，今回の標本はこの色が紫色に変色している力罰， その大きさや点刻

の状態から本種と同定した。国内では北海道から九州にかけて分布し，北海道や東北では平地にもみ

られるが，西南日本では山地性の種である。

SCUTETJ,FRIDAEキンカメムシ科

Fbgc"oco"S/g加趣アカスジキンカメムシ

金緑色に赤い条斑をもつ大型美麗種で，今回の資料ではこの赤い条斑が明瞭に認められた。寄主と

して， キブシ， ウルシ， ツタウルシなど十数種の植物が報告されている典型的な落葉樹林帯のカメム

シである。現在，分布が確認されているのは本州以南で，北海道からは全く記録がない。それが，今

回出土したことは注目に値する。当時の小樽地方はおそらく今より気温がかなり高く ，本種が普通に

生息していたことが推測される。

CYDNIDAEツチカメムシ科

""c"scy/"s/tzpo"g"sおツチカメムシ

本種以下の4種は， いずれもヅチカメムシ科の種で， その名に示すように主として地表で生活し，

落果や植物の根を吸汁する。本種は日本全土に普通にみられる力葡，北海道では他の地域より少ないよ

うである。

〃tZC7'osCy"sSp. ツチカメムシ属の一種

今回の出土資料は左前胸の一部で，前種のそれとほぼ同形同大である力蔀，前側角近くにしわ状点刻

が認められ，下面の形も〃.ﾉtゆ0"e"sisとは多少異なる。体の他の部分を欠くため，これを”加郷e"szs

の変異個体とみなすべきかどうか決定できないので，一応標記のように扱った。

Aeｵﾙ"s刀磨γ""sマルツチカメムシ

日本全土に分布する普通種で，国外でも旧北区から東洋区にかけて分布が広い。

Ggo加加〃sp""""芯"s ヒメクロヅチカメムシ

従来, G.pj唇沈""s(ヒメツチカメムシ）と混同されていた種で，北海道，本州， 四国に分布する力罰，

ヒメツチカメムシが西南日本に多いのに対し，本種は東北以北に多く ，北海道にはおそらく本種だけ

が分布すると思われる。本橦は各腹節の両側が細かくしわ状を呈することで，乱れた粗い点刻を具え

るヒメツチカメムシから区別される。
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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表Ⅸ－4－1 出土昆虫遺体同定結果一覧
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属‘種名 部 位

マメコガネ 尾節板

ﾊﾅﾑｸﾞﾘ 前I盾

アオハナムグリ 腹板

コアｵハナムグリ 前脚

トラハナムグリ 腿節

アオカナブン 腿節基部

エゾクロクシコメ､ｿキ 前胸背

タチ7.ﾄコメツキ 前胸背(片側）

ゴミムシダマシ科の一種 前胸

ハマキチョッキリの一種 革蝿

ルリオトシプミの一種 前胸

コフキソ，ウムシの一種 前胸

タマゴゾウムシ 革樋

アナアキゾウムシの一種 中脚基部

ゾウムシ科の一種 胸腹全形

ヤチダモノオオキクイムシ糾遡

写真掲載昆虫一覧

属,種名

クロヒラタシデムシ

ナガハネカクシ亜科

コガシラハネカクシの一種

オオハネカクシ

アカアシクワガタ

スジクワガタ

ダイコクコガネ

クロマルエンマコガネ

クロマルエンマコガネ

コブマルエンマコガネ

コマグソコガネ

マグソコガネ

フチケマグソコガネ

ヨ､ソボシマグソコガネ

オオフタホシマグソコガネ

ヌバタママグソコガネ

ヒメコガネ

スジコガネの一種

部 位

前胸背板

頭部

前胸

左IMII大顎

頭部9

M蝿(判

頭角($）

尾節板

群蝿

噺樋

前胸背

師蛸柧圧平されている）

前胸背板(後角）

頭部

前胸部

革拠
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~中腿節､脛節
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5 忍路土場遺跡出土の動物遣存体

早稲田大学 日
目
浩子金

I はじめに

忍路土場遺跡からは貝類，魚，烏，獣類の多くの遺骸が検出された。それらの大部分は強く火を受

けて焼けているものであった。 またそれらは旧河道の縁りに堆積した焼土層からの出土で， そこに住

んだ人々の生活に深い関わりを持つ遺物であった。縄文後期の中葉期力罰， その堆積層の主要時期であ

る。石狩湾に注ぐ小さな河谷の沿岸域力ざ生活趾であるカヌ， その豊富な遺物と堆積層の形成は， ここに

住んだ人々の力強い生活力を物語っている。特に同時に出土した各種の動物遺存体は， そうした生活

力を支える源泉につながるものであった。動物遣存体の保存の条件は，通常の包含地であると著しく

低下する。 しかし，彼らが食物の調理や保存のために火を使い， その焼け灰や焼土中に骨がはいると
②Oい, ‘bnL●

蒸し焼き状となって骨がのこる好条件となる。包含層の大変な量の土が水洗され，動物骨が回収され

た。それらの分析の結果ｶｺ以下の通りである。

もとより， これらの骨力罰当時この場所で消費されたもののすべてとは言い難いし，破損，流失した

骨もあるはずであり， これを以て当時の動物質食料資源の内容を論議するのには問題がのこる力、， こ

れらが唯一のこされた貴重な遺物であることに変りはない。

本資料の整理に当り，北海道埋蔵文化財センターの多くの方々にお世話になったが， とりわけ種市

幸生調査第一課長，高橋和樹主事， そして八幡郁子氏の協力を得たことを銘記しなくてはならない。

また，動物骨の分類に当り，国立科学博物館動物研究部の吉行瑞子氏，札幌医科大学第2解剖の百々

幸雄，松村博文，大島直行氏， 国立歴史民俗博物館考古研究部西本豊弘氏に資料の供覧，御教示を得

た。厚く御礼を申上げたい。

検出された動物の種名表

I節足動物門

甲殼綱

蔓脚亜棡

定胸目

フジツボ型亜目

フジツボ類

Ⅱ軟体動物門

二枚貝棡

古異歯目

力ワシンジュガイ科

カワシンジュガイ

イシガイ科

属・種不明

異歯目

マルスダレガイ科

ビノスガイ

IPhylumARTHROPODA

ClassCrustacea

SubclassCirripedia

OrderThoracica

SuborderBalanomorpha

az〃"〃sSp.

IPhylumMOLLUSCA

ClassBivalvia

ClassPaleoheterodonta

FamilyMargaritiferidae

""噌上z"/旋畑〃”た

FamilyUnionidae

Gen.etsp・ indet.

OrderHeterodonta

FamilyVeneridae

〃なγ“"αγjas""ゆso"i
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

mPhylumVERTEBRATA

ClassChondrichthyes

OrderLamniformes

FamilvLamnidae

La汎"α‘"γOpzs

FamilyCarcharhinidae

Gen. etsp. indet.

ClassOsteichthves

OrderClupeiformes

FamilyClupeidae

C/""""tzsj

OrderSalmoniformes

FamilySalmoidae

O"coγ勿犯ch"sS".

H"c肋pgγ”j

OrderCypriniformes

FamilyCyprinidae

Tγj加んJ0"Sp.

OrderGadiformes

FamilvGadidae

Gen.etsp. indet.

OrderPerciformes

FamilvScombridae

Sco"z69γ妙．

OrderScorpaeniformes

FamilyScorpaenidae

Gen.etsp. indet.

FamilyHexagrammidae

Hez"Og〃"岬況S"ZO〃"s

FamilyCottidae

Gen・etsp. indet.

OrderPleuronectiformes

FamilyBothidae

PP"""c"肋WO〃"α“"s

FamilyPleuronectidae

Gen.etsp. indet.

ClassAmphibia

OrderAnura

FamilyRanidae

Rα"αc""sz〃g"szs

Ⅲ脊椎動物門

軟骨魚綱

サメ目

ネズミザメ科

ネズミザメ

メジロザメ科

属・種不明

硬骨魚綱

(モウカザメ）

ニシン目

ニシン科

ニシン

サケ目

サケ科

サケ属

イトウ

コイ目

コイ科

ウグイ属

タラ目

タラ科

属・種不明

スズキ目

サバ科

サバ

カサゴ目

カサゴ科

属・種不明

アイナメ科

ホッケ

カジカ科

属・種不明

カレイ目

ヒラメ科

ヒラメ

カレイ科

属・種不明

両生綱

無尾目

アカガエル科

エゾアカガエル
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烏綱

ワシタカ目

ワシタカ科

オジロワシ属

カイツブリ目

カイツブリ科

カイツブリ

チドリ目

ウミスズメ科

ウミガラス属

スズメ目

科・属不明複数種

カラス科

カラス属

哺乳綱

ウサギ目

ウサギ科

エゾユキウサギ

薔歯目

ネズミ科

エゾヤチネズミ

ドブネズミ

食肉目

イヌ科

イヌ

キタキツネ

エゾタヌキ

クマ科

ヒグマ

イタチ科

エゾクロテン

アシカ科

ニホンアシカ

偶蹄目

シカ科

エゾシカ

ClassAves

OrderFalconiformes

FamilyAccipitridae

H""tz""ssb.

OrderPodicipediformes

FamilyPodicipititidae

励或c"sγ城“"た

OrderCharandriiformes

FamilyAlcidae

[""Sp.

OrderPasseriformes

Fam.etgen. indet(spp.)

FamilvCorvidae

Co"ﾉ"s".

ClassMammalia

OrderLagomorpha

FamilyLeporidae

L""s〃加堀"saz"〃

OrderRodentia

FamilvMuridae

ae肋γjo"0"zys7zz/bcα""s6ebjib7""g

Raが"s〃0γ""zc"s

OrderCarnivora

FamilvCanidae

Qz"iSjiz柳"ね"s

V"ゆgS〃〃〃eSSCﾉz""c"

Mﾉc彫”"たs"oCyo"oidEs"/6"s

FamilyUrsidae

〔〃s"sαγc/oSyeSOc"SZS

FamilyMustelidae

""γ花sz/6g"伽a6mc伽"”

FamilvOtariidae

”/”〃"SC"/"bγ"”""sjtZpo"ic"s

OrderArtiodactyla

FamilvCervidae

Ccγひ"s"i"o"yesoe"siS
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

Ⅱ遺跡における骨類の地点，層位にみる出土状況

本遺跡において多量に出土した動物骨が，地点や層位によってどのような出土状況を示していたか

ということは，遺跡の性格を考えるうえでも重要な意味をもつ。以下にその概要をのべる。図Ⅸ－5－

2～13参照。

第1層における出土状況

骨類は南側に片寄った場所に集まる。全体の出土量も少なく ，分布も部分的である。

第2層における出土状況

第1層での骨のひろがりを拡大したような形で分布していく力罰， その量は第1層と大差は無いよう

である。魚類では出土量の目立ったニシンがややひろい範囲にみられ,カレイ類は10-2-a区に限ら

れる。陸獣，海獣とは重なるようにして分布する。 ヒグマの骨は陸獣分布の中心部にあった。

第3層における出土状況

この層の間には何枚かの生活面があると考えられている。本遺跡での主要包含層であって，骨の出

土もまた最も多い。骨は調査グリッドの全域にわたってひろがるが， 中央に集まる傾向力訂あり， また

大きく 3つ位の分布ブロックが出来るようである。

魚類では， ニシンの椎骨及び耳骨の出土が最も多く ， この場所でニシンの骨が何らかの形で焼ける

ような状態力罫あったのであろう。そして， それらの骨の保存状況をみると，頭部の微小な骨までのこ

っているので，焼けた原位置から殆んど動いていないのではないかと思われる。 さらに注目される点

は， ニシンの部位による埋存地点の違いであって，耳骨を集中的に出土する場所と椎体部分の集中場

所が区別されており，魚の処理が頭と胴体を別々にして行われていることを示している。骨性の違う

頭と胴が別々に扱われることは当然あったと思う。

烏骨が, 8-1-b, 10-1-b区でまとまって出土している。スズメ目の四肢骨である。たまたま

のこった骨なのであろう。いわゆる手羽先や指趾の骨のまとまった出土は， これも解体後の様子をそ

のままのこしているのであろう。

ヒグマの骨は点在するが, 6-2-c区で中手，中足と指趾骨がまとまる。おそらく同一個体の骨で

はなかろうか。

海獣骨の分布もまたひろい。 9－2 a区ではクマに見たのと同じ中足骨，趾骨の一括があった。こ

れらの骨は幾つかの個体のもの力:まじるようであるが， クマにみたのと同じような在り方である。

陸獣骨の分布も大きくは変らないが， まとまった骨の出土はクマを除いてはないらしい。扱い方の

違いがシカなどとクマとは違っていたことをよく示す。

第4層における出土状況

4層もまた何枚かの生活面を含み， 3層に次ぐ主要な包含層であり，骨の出土も3層に次ぐ。

魚骨の出土が圧倒的に多く ， ニシンが主体である。カレイ類もあるが量的にはニシンに大きくおと

る。 10-1-b, 10-2-a区に骨の集中域力叡ある。 9－1－b区もあるが，量的には少なくなる。こ

れらの集中域は3層と大きく変らない。このことはかなり長い間のこの場所での生活面の安定化があ

ったとみられる。

また頭骨と椎体との集中地域の区別も3層におけるのと同様にみられたが， 多少ずれている。

陸獣，海獣骨の分布域は重なり合い，二つのブロックカざつくられている。

8－1～2-d, 9-1-bと10-1-b～c, 10-2-c～dという2つのブロックである。おそらく

ここには二つの主要な作業場所とその集団があったに違いない。それらが全体の生活集団のなかでど

のような意味をもつものであったか，今後検討される重要な問題の一つになろう。
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Ⅲ動物遣存体の概要

1 節足動物門

フジツボ類az〃""sSp.

フジツボ類の殼片が採集されている。海中で使われた道具に付着して運ばれたものであろう

2 軟体動物門

力ワシンジュガイ ""増〔zγ"舵〃んαひiS

殼皮が検出されている。それらの出土は旧河道の堆積層からであり，地形復原のための重要な資料

となっている。殼長100mm前後になる。

イシガイ科の一種Unionidaegen. etsp. indet.

殼頂部のみの断片が出土している。

ビノスガイ 』んγ“"αγ"s""ゅso"j

3個分の殼片がある。殼長70mmになるであろう。

3 軟骨魚綱

ネズミザメ （モウカザメ) Lα脚"α伽加鉢

歯が2点ある。幅の狭い，高さの低い歯である。下顎の側方の後方部の歯である。歯根を欠く。

歯冠高8.0 6.0mm

メジロザメ科の一種Carcharhinidaegen.etsp. indet.

椎体1 椎体横径21.0mm

上顎歯’ 歯冠高 10.3 最大幅9．3

下顎歯’ 同 10.0 同 4．2

椎体はこの種のサメの出土量としては最も普通にみる大きさである。歯は側歯の後寄りの位置に来

る標本と思われる。椎体とほぼ一致する歯の大きさと思われる。

4 硬骨魚綱

ニシンα”“”/此zsi

単一種としては最も多く出土している種類である。 また頭骨骨格の幾つかの部位を検出しているの

で個体数の推定もある程度可能であった。 これはこの種の焼骨の出土例としては類例力ざない程に骨類

の保存状況が良好であったことと，標本の検出と分類作業力、徹底的に行われた結果であったと思われ

る。検した骨の数の一例を次にあげる。

鋤骨 角骨 耳骨＊ 喫耳骨 上顎骨 環椎 椎骨

R L R L R L

3層10-1-b骨集中 5 8 9 389 2 7 2636 11 29

4層10-1-b骨集中 2 8 12 158 6 9 1621 9 27

3層8－1－b焼土b 2 3 40 4 1 5 4 15 306

（＊左右の前・後耳骨を含む）

このように標本は同様の検出状況をみせているのではなく ，条件によって異るようである。

鋤骨は一般に保存が良くない力討， いっしょに廃棄されていないことカゴ多いらしい。主上顎骨の保存

は良好な場合とそうでない場合がある。主上顎骨は近位の関節骨端の保存力罫比較的良い。模耳骨は耳
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体胆び関連資料

骨に隣接するが小さい骨であり，検出の困難さと破損度も高かったと思われる。耳骨は左右の前耳骨

と後耳骨力罰含まれるので，数は最も多くなる。 しかし，上記の例の389の場合でも， これをl/4とした

97個は，環椎，主上顎骨から推定される数よりもはるかに多く ， この骨の保存力ざ最も良いことを示し

ていよう。椎骨のうち環椎は回収率が低く ，椎骨はさらに悪くなる(一個体のニシン総椎骨数は53～54

個である)。 これは胴体部が消費の中心となるので最も回収率が悪くなるのは当然であろう。従って，

上記の例のうち椎体306個というように椎体の数の特に多い場合は,胴骨を中心とする特別な廃棄法の

あったことを考えねばならないであろう。

本遺跡から検出されたニシンの骨は，すべて火を受けているものの著しい変形のある骨は見られな

かったと思う。しかし，加熱による縮みは考えねばならないが，おそらく体長は30～35cm位の個体力§

多かったものと考えられる。

サケ属O"“γ"y"c""s S".

サケ属の歯・椎体などの出土は，遺跡の広い範囲にみられたものの， それぞれで検出された数は極

めて少なく ，歯のl～2点，椎体の2～3点でしかも破損したものであった。椎体や歯にも大小の差

がみられ,大型の歯は体長70cm位の個体になり，椎体でも径10mm以上のは同様の大きさになったは

ずである。 しかし，椎体には径5.0mm程度のものもあり，マス位である。

ウグイ Tγj加ﾉoJ0〃”． 及び淡水魚

ウグイの咽頭骨，椎体などの出土は少なかった。全標本の中で，咽頭骨3点，椎体3点といった数

である。椎体は大型のものがあり，尾椎体横径で6.0mmの標本もある。体長は30cmになろう。

別にコイ科のものと思われる小椎骨が検出されている。椎体横径2.0mm程度である。

タラ科の一種Gadidaegen. etsp. indet.

タラ科の骨も少ない。タラに特徴的な歯槽の形をもつ鋤骨や顎骨を得たのは僅かに3片であった。

サバSco"z6"Sp.

歯骨の近位部の破片が1点のみ検出されている。

力サゴ科の一種Scorpaenidaegen. etsp. indet.

7－1－b 丘陵地 腹椎？ 1

7－2-d 3層焼土c 椎骨 3

8－1-b 3〃 L主上顎骨1,椎骨1

8 1-b 3〃 焼土b 歯骨1

8－1-c 3〃 前鰕蓋骨1

8－2-a 3〃 前上顎骨1,前鰕蓋骨1,腹椎1

9－1－b-1 4 ノノ 椎骨l

10-1-b-22～23 3〃 骨集中 椎骨2

10-1-b-22 4〃 〃 〃 l

10-1-c 3〃 〃 〃 1

11-1-a 3〃 〃 1

11-1-a 3〃 焼土 〃 1

カサゴ類の骨として確認されたのは以上である。全体としてはやはり少ない数である。前鱸蓋骨は

推定される上･下両端の直線径55.0mm前後と思われ，体長は20～30cm位になろう。このような岩礁

魚の少ないのが本遺跡の特徴である。

ホッケP/g〃γ"畑加加"S"ZO""s その他アイナメ科の魚種

’
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5－2-b 3層 ホッケ椎体1

8－1-b 3〃 〃 環椎1,椎体4

8－1-b 3〃 アイナメ類椎体2

8－1-b 3〃 焼土a ホッケ椎体13

8－2-a 3〃 〃 環椎3,椎体9

9－l－b－3～4 4〃 〃 前上顎骨1，椎体1

9－2-b 3〃 アイナメ類椎体1

10-1-b 2〃 ホッケ歯骨1,椎体3

本種もまた僅かな骨をのこしているのみであった。 しかし， ホッケはニシン産卵場でニシン卵を捕

食することで知られている。従って， この近海に多棲したことカゴ推測される。にもかかわらず少ない

のは漁法との関わりがあるのではないかと思われる。

カジカ科の一種Cottidaegen.etsp. indet.

カジカ類と思われる魚力§僅かある。

ヒラメ Rz zz"c〃妙eSO"〃α“"s

7－2-d 3層焼土a～c L前上顎骨1, L歯骨1+6fr.,椎骨1

〃 4〃 R上顎骨1，椎骨2

8－1-b 3 /ノ 焼土a ･ b R歯骨1,歯1,環椎l

10-1-b-22～23 3〃 骨集中 椎骨l

11-1-a 4〃 歯1

不明 3〃 椎骨l

記録したのは上記の標本であるが，他に断片的な部分骨力葡あった。 しかし，特徴的な上記のような

骨格で得られたものは以上の通りである。歯骨は大型になるもので， その全長は60mmを越えるであ

ろう。体長もまた50cmを越えたと思われる。椎骨もまた同程度の大きさになる個体のものである。

カレイ科の－種Pleuronectidaegen・et. indet.

ニシンに次いで多くの骨格力ざ出土している。 しかし， カレイ類については多くの種類力罰あり， それ

らの標本と形態研究が充分でないので， ここでは一括して扱っておく。ただ，マガレイ， イシガレイ

のような中，小型のカレイとアカガレイのような大型のカレイといった区別でみると，本遺跡のカレ

イ類は中・小型のものが大部分のようである。第一血管間鰊の長さからみて，大きくその上・下両端

の直線径で現長60～65mm位であり，体長が30cm,標本の骨の収縮を考えると， さらに今少し大型の

個体が考えられる。

5 両生綱

エゾアカガエル凡z"αc"e"si"g"sis

四肢，椎骨が僅かに検出されている。数が少なく意図的に処理されたとは考え難い。

6 烏綱

オジロワシ属HIz"α“j"sSp.

脛骨の外側上部に突出する腓骨稜の部分の小片がある。 この標本は頑丈な骨質で，後面に特徴的な

骨のしわが発達する。 このような形質はワシタカ類の脛骨にみるので，本標本もこの類の烏であった
~っ､

つう。
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

カイツブリ 助成c"sγ〃7“"応

カイツフ．リの僥骨片力：出土している。

ウミガラス属UU""Sp.

完存する右上腕骨 1

スズメ目数種Passeriformes

スズメ目に属する骨は， その大きさで大・中・小の三種は含まれるようである。大型のは脛骨遠位

端Rl点， 中型のはR歯･上角骨， 中手骨R, L,脛骨遠位端R, L, 中足骨遠位部L,趾骨3,小型

のは切歯骨L, 中手骨R,脛骨遠位端L2, 中足骨遠位端3点である。

大型としたのは種不明(カラス属？）， 中型のはヒヨドリ科位の大きさのもの，小型のはスズメ科あ

るいはそれよりも小さいものである可能性がある。

本遺跡では全般に鳥骨が少ない。その中でスズメ目の目立ったのｶｺ特徴であるが， 同定に効果のあ

る上腕骨，烏口骨が一点も採集されなかった。烏口，肩甲，上腕骨がなく ，後肢も大腿骨がないのは，

解体の方法や処理のためなのであろう。つまり肉量の殆んどない手羽先とか，附腕とよばれる足の先

だけがのこされたことになる。

~

7 哺乳綱

エゾユキウサギ Lep"s〃加湿"sα"〃

L上腕骨 1 10 2-a 4層

R上腕骨 1 10-2-a 3"

R僥骨 1 8-1-c 4"

L寛骨 1 10-1-b 3"

L寛骨片？ l 10－l－b－23 4〃

R寛骨 1 10-1-b-22～23 3"

いずれもかなり断片となった骨で骨端部もしくは寛骨の場合のように寛骨臼のような比較的骨の丈

夫な部分が同定されている。中型の獣の中ではエゾユキウサギの出土が最も多く ，実際捕獲も多かっ

たものと推定される。

エゾヤチネズミ c彪勉γjo"oWys"《ﾊﾌcα〃"s6ed/bγ伽“

R大腿骨 1 10-1-b 3層

近・遠位骨端を欠く。外側稜が大きく突出する。その形状，大きさは現生のエゾヤチネズミに一致

する。

ﾄﾌﾈｽﾐ Ra""s"07りgg""s

R寛骨片 1 6-2-c 3層

寛骨臼の上半分と骨体部分のみをのこす破片であるが，その形状，大きさはドブネズミと一致する。

イ ヌ Qz"たん"伽/お

上腕骨片 8 2-b 2層

L脛骨遠位部 8－2－b 〃

L距骨 8－2－b 〃

イヌの遺骸はすべて8－2-b･ 2層で検出されている。出土の状況の詳細は不明である力ざ， 同一

の個体の可能性もある。上腕骨はその大半が失われており，脛骨は加熱のために弓なりに曲る。距骨

はほぼ原状をのこす。その全長は21.0mm(現長)である。 イヌは当時の唯一の家畜であるが， これが
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キツネ，クマなどと同様に骨の焼けていることはi

キタキツネ V"ゆeS〃"〃ESSC〃形"c腕

前臼歯 1 10-1-b 4層

L上腕骨遠位部 1 12-2-a l"

L尺骨近位部 1 9-2-b 3"

L脛骨近位部 1 8-2-d 3"

断片的な標本が散在する。

エゾタヌキMﾉ""e""s"oCyo"o"es"/6"s

R上顎骨片 1 6 2-c 3層

断片的な骨である。

ヒグマ U沌況sα沈加syesoe"SzS

とは遺体が何らか処理されていることを示すのであろう。
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

基節骨 1 1
} 9-2-b 3層

中手・足骨disl ）

犬歯（歯根) 1 10-1 a 3"

指骨断片 1 10-1-b l"

l蛆-』－， ， ，‘
中節骨 1

指骨片 l

L 中足骨 1 1

|,0-｣-， 3"基節骨pro l

l末節骨 l

犬歯片 1 10-1-b-22～23 3"

臼歯破片 1 10-1-b-23 4"

基節骨 1 10-1-d 3"

中節骨 2 10-2-a 3"

L上腕骨dis l lO-2-a 4"

基節骨dis l lO 2-b 3"

四肢骨片 1 10-2-d 3"

〃 1 11-2-d 4"

ヒグマの骨は数点の歯をのぞくとすべて四肢骨である｡頭蓋とか下顎骨を発見することはなかった。

四肢骨の中でも上腕骨などは確認されたもの僅かに1点で，他は中手， 中足骨と指趾骨で，少数の足

根，手根骨力奇あった。 これらの骨は，幾つかづつが組合さるようにして出土しており，前後肢の掌腕

部分が火を受けてのこされていた。 クマは前後肢ともに中手，足骨，指趾骨は四手足それぞれ5組づ

つをもつので，一個体でもかなりの数になる。従って， この数から個体の推定は難しいのであるが，

通常はのこることの少ないこの部分の骨がまとまってあったのは， クマの解体とその利用法を示すも

のとして注意されよう。

エゾクロテンMzγ花szi6g"伽a6mcﾉ"""

L尺骨pro 1 10-2-a 4層

R尺骨pro 1 5 2-b 3"

大腿骨片？ l 9－l－b 3〃

僅かな骨を検出したのみである。

ニホンアシカ〃”""s"j加γ"iα"〃sﾉ"0"/czfs

l‘-,-~ ‘・
末節骨 l

肋骨片 l

中節骨 1 6-2-b 3"

肋骨片 1 6-2-c 3"

指骨片 1 7-2-a l"

｝ ’’一'－， ，“
基節骨

肋骨片

基節骨 1 7-2-b 3"

R頬骨突起 1 7-2-c 3"

R第Ⅲ中手骨 1 7-2-d 3"
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

肋骨片 1 11-1-a 3層

中手・足骨 1 11-2-c 3"

上腕骨片 1 11 2-d 3"

アシカ類の骨も断片的なものに限られた力:，数多く出土している。その数はヒグマとほぼ同程度と

いってよいであろう。アシカ類も歯，顎骨類が少なく ， 中手･中足骨や指骨力舗主となる出土であった。

このことから腕から先の部分が最後までのこり， それらが火を受けるということになるようである。

計測：計測可能の標本は極く僅かである。以下に計測値を記す（単位mm)。

全長近位最大幅遠位最大幅最小径(骨幹）

第Ⅳ中手骨 64.10 21.64 17.30 12.50×10.59

第V中手骨 － 22．77

第1指末節骨 36.64 15.00 - 11.33×7.17

大腿骨外側穎幅: 15.82 (上記の中手骨とは別個体のもの）

エゾシカ Ceγ〃"s""po"yesoe"sjS

角片および断片的な歯と上腕骨の小片を検出したのみである。 これは，個体数の少ないことと同時

に， シカの骨の焼かれる機会が少なかったことを示すのであろう。

Ⅳ忍路土場遺跡出土の動物遺骸にみる特徴

甲殻類

フジツボ類の小片が焼けて出土している。 このような遣存体をめぐる文化的意味（付着物との関係

で） も考えていかねばならない点である。

貝類 ~

力ワシンジュガイは旧河道に生息していたものの死貝であり， イシガイ， ビノスガイは殼がのこる

ので人為的に運ばれて来たものである。ビノスガイは食用というよりも貝製品の素材であった可能性

があり注目される。その他海産種の貝殼力討ないが，保存に耐えなかったのであろう。

魚類

多くの骨格が出土し，本遺跡の重要動物種となっている。最も多くの骨を出土したのはニシンであ

って，我々がみたのは火を受けて白灰化したものが保存されていたもので，実際にはこれに何倍かす

る量の骨がのこされていたと考えなければなるまい。 この地方の海岸水域が良好なニシンの産卵場所

となり， 多くのニシンの回遊をみたのであろう。漁獲されているニシンの大きさ力訂ほぼ一定している

ことも， このことを推定させるものである。

カレイ類も多くの骨をのこしている。砂浜の海岸地帯であったこの付近では， カレイ類の好漁場で

もあった。 これには大型のヒラメも含まれたが， 中小のカレイ類に比べると少なかったのは，手近か

に獲れる水域での生息数が少なかったからであろう。

カサゴ類， ホッケは少なかった。 これは， ここでの漁法が砂浜海岸での網漁法が主体であったこと

から， カサゴ類のような岩礁魚を獲る機会が少なかったことによるのであろう。

タラ類，サケ属の骨も少なかった。おそらく ，石狩湾内でのタラの生息量， そして遺跡近くの河川

に近寄るサケ属の少ないことに第一の理由があるのであろう。モウカザメやヒラメ， カレイ目の大型

のものの少ないのは， この遺跡での漁具の未発達によることも考えられる。 1点の釣針や鈷頭の出土

していないのは，遺跡の性格に依る解体や保存処理場であった－のかも知れないが，漁業の主体が

沿岸の網漁法であったことに依るのではなかろうか。
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’
鳥類

烏骨は少なかった。 これも海烏力、多い場合には，遺跡の近くに岩礁の発達するのが普通である。本

遺跡のような砂浜海岸では捕獲に都合のよい海鳥の営巣地帯が無く ，鳥を捕獲する機会も少なくなっ

ていたのであろう。

哺乳類

獣骨としてのこされていたもので目立ったのはヒグマであった。ただし，遺骸は極く少ない歯と，

四肢骨で特に中手・中足骨と指趾骨であった。従って，骨の点数はあったものの，個体数の復原をど

のように考えるべきか，問題になろう。 しかし，縄文期の遺跡を通じて，一遺跡でヒグマの骨や歯牙

の出土する数量は歯牙であれ， 四肢骨の一部であれ決して多くないのが一般である。普通には多数の

シカ， あるいはオットセイ， イルカなどの海棲獣に混り， 2乃至3､個の歯や四肢骨片力ざ出土する程度

である。 また本遺跡のような掌蹴・指趾骨を主とする出土は内陸の後・晩期遺跡が知られるが，単に

保存され易いということでなく ， その意味するところを考えねばならないであろう。 このような本遺

跡が貝塚とはまた違う特殊な生活趾であり，生活面がそのまま保存されたと考えられる様相を示して

いるので， ヒグマの手・足を特に保存するような行為が遺物としてものこされたのであろう。そのよ

うな手・足の一部が何らか呪術的な意味を持っていたことは疑いないところであろう。

興味深いことに， 同じような骨の保存を， アシカ類にもみる。大型のアシカの骨の出土しているこ

とは既にのべたが， この種についてものこされているのは手・足の掌砿・指趾部分であった。特異な

鰭脚部分はアシカ， オットセイの身体を象徴的に示すものであったと思う。

イヌの骨も他の野生獣と同様に火を受けたものであった。骨は脛骨，距骨などの部分的であった。

このような断片の出土はイヌを食べていることを推測させる。このようなイヌの扱いについては，今

後注意していかねばならない点である。

遺跡からの大量の焼骨の出土は，先に調査された千歳市ママチ遺跡がある。この遺跡から検出され

た焼けた動物骨には，魚類にサケ属， コイ科のウグイがあり，獣骨にはイノシシ， ヒグマ， ノウサギ

そして海棲獣の断片であった。縄文晩期の後葉に属する資料が多い。忍路土場遺跡ではイノシシの骨

は確認できなかった。ママチのヒグマも中手骨と指骨であった。その数は忍路土場に比べて少なかっ

たが，共通した在り方であったと思う。ママチのように内陸の遺跡に対して，忍路土場遺跡は海岸に

おける生活の様相をよく伝えるものとして，真に興味深い遺跡であったのである。

付記

10-1－b-23区4層からヒトの上顎右犬歯力ざ出土している。歯根を欠き，咬頭がわずかに磨滅す

る。他の動物骨のように火を受けていない。埋葬されたものの一部とも考えられる力:， その詳細を明

らかにすることはできなかった。

忍路土場遺跡出土の骨角製品

本遺跡から検出された骨角の加工品は，稠型角製品2，長管骨の切断品2と骨針1の計5点である。

調型角製品

1）最大径8.0mm,後端径6.5mm,高さ1.5mm

この種のものとしては極めて小さいものであるが，焼きしまりもあったとみられる。砲弾型で中央

やや下方に浅い溝をめぐらす形は，後期の中葉期に関東から東北にかけてみられるものである。北海

道におけるこの種の製品は関東や東北に比べて少なく ，形態的にもやや変った形がつくられる。 しか
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し，本例は本州，東北地方の後期中葉期のものと殆んど変らないといってよい。上・下の両端にピッ

チのつくのが珍しい。

2）径13．0mm前後になるものの破片

小片であって原形は明らかでない。 しかし，残存部からl)例と同じ，浅い溝を下方部にもつ形に

なろう。

長管骨の骨幹の輪切り

1）現存径3.0×2.3mm,長さ5.5mm

2） 〃 3．5×2.1mm, " 6.0mm

片側に曲面，一方の側は平面からなる断面形である。上・下に切断痕がのこる。骨壁の厚さ力:比較

的あり，烏骨よりも獣骨の可価性がある。

骨針

現長30.0mm

火熱で弓なりに曲る。シカの中手もしくは中足骨を素材としたものと思われるが確認できなかった。

;曇n
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Ｕ

‐

図Ⅸ－5－1 骨角製品実測図

(注）なお，図Ⅸ 5-1 : 1に図示した稠形角製品は, 8-2-a区3層出土のものだ力苛，遺憾な

がら，写真撮影の前に破損してしまい，図版Ⅸ－5－1に写真を掲載することができなかった。

また，一覧表に使用した略号は，以下のとおりである。 （高橋記）
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

表Ⅸ－5－12地区別・種別動物遣存体出土数一覧表く1 ． 2層＞

1層
ﾛ甫 手し 姿頁

鳥類類魚
ｲj南雪合言十海 獣陸 獣

ﾉI， 計その他ク マ1， 計その他カレイ類一ンっ

( ）内は比率％l ｛1,0） 1
6－2－a

５2 （0,&） 2 （0,4）1 10．2）1 （0.2）l （0.2）7－2－日

1l （1.0）
7－2－b

３1 （0.333）210.667）l （0.333）l （0. 333）7－2－．

1 （0.1671 R
5(0.833）l （0. 167）4(0‘667）8－1－b

l （0.5） 2l （0.5）l （0.5）8－l－c

11 （1･O）
8－1－．

ロl （0.5）l （0‘ 5） 1 10．5）
9－1－a

1 （0.333） ３2(0･667）1 （0.333）l （0･333）9－l－b

43 （0.75）l （0.25）l （0.25）
9－l－c

11 （1.0）l （1 . 019－2－．

11 （l‘O）
lO－l－a

１1 （l･O）l （1. 0）lO－1－b

1 （1.0） 1
11－1－日

21 （0.5） l （0.5）l （0.5）ll－2－a

32(0,667） l （0.333）2(0‘667）12－2－日

1 （1.0） ］
l2-2-b

3818(0.474）14(0.368110(0‘263）4(0"105）5(0,132） 1 10.026）l （0.026）合言十 4(0, 105）

2層
日甫 手L 契頁鳥類類色

ｸ､､､

ｲ滝考合言1海 獣陸 獣

1， 計その他小 計その他カレイ類
つ

ニシン

( ）内は比率％2 （0.5｝ l （0.25） ４l （0.25）1 （0｡2511 （0.25）1 （0.25）6－2－b

l （1.0） 1
6－3－a

1 （1.0） l （1.0） 1
7－2－日

2 （l‘O） 2
7－2－b

l （1 .0） 1
7－2－．

1 （1 .0） 1
8－1－b

1 （0,25）3 （0. 75） 42 （0. 5］1 （0.25）8－2－日

６5(0.833） l （0.167）5(0.833）8－2－b

21 （0.5） 1 10，5）1 （0,5）8－2－．

2(0.667） ３1 （0.333）1 （0,3339－l－b

l （0.5） ２l （0･5）l （0.5）q－1－戸
ツ ▲ 写

42 （0.5）2 （0.511 （0.251l （0.25）9－2－a

l （0.5） ２1 （0,5）l （0. 5）9－2－．

2(0. 143） 14210. 143）10(0.714） 2(0,143）3(0,214）7 （0.5）l0－1－b

1 （0,2） 1 （0.2） 5l （0.2）3 （0,6）l ｛0.2）2 （0．41lO－l－c

(0.25） 41 （0,25）l （0.2512 （0.5）l （0.25）l （0,25｝10－2－巳

1 （0.5） l （0.51 ２l （0.5）ll－1－a

l （1.0）
1
』

l1－l－c

l （1.0） 1
il－2－a

1 （0.5） 〃1 10.5）l （0.5｝
l2－2－a

l （l‘O） 1
12－2－b

l （1.0） 1
21－1－a

21(0.313） 25(0.391） 645(0.078） 16 （0, 25）7(0. 109） 1810.281）1 (0.016）10(0. 156）合言十

お7



表Ⅸ 5-13地区別・種別動物遺存体出土数一覧表<3層〉

3層

色
J,､、 類 鳥類 ﾛ南 手L 委頁

陸 獣 海 獣 合言’ ｲ滝雪

カレイ類 その他 小 計ニシ＞ その他 I， 計マ

5－2－b 39(0.8481 2 （0‘ 043） 41 10.891） 3(0.065） 1 （0.022） （ ）内は比率％1 ｛0.022 l （0,022） 46

5－2－c l （0,083） l （0.083｝ 1 （0,083） 3 （0‘ 251 410. 333） 2(0, 167） 6 （0.5 3 10，251 12

5－3－． 1 （1.0） 1

6－2－b 2 （0．41 l （]. 21 3 （0,6） 2 （0.4
芦
、

クマー括 l （0.071） l （0.071） 210. 143） 10(0.714） 11 (0.786）1 （0071） l （0.071 14
6－2－c

その他 l （0. 143） 5(0.714） 5 10.714） 1 10. 143
~

ハ ヘ

b－d－a l （0.333） l （0. 333 l (0.333） l （0. 333） ａ

焼 土7－1－c 2 （0.6671 1 （0.333） 3 （1.0 ３

焼 土7－2－a 25(0.926） 1 10．037 26 (0.963 l （0.0371 27

7－2－b 2(0. 667 210． 6671 1 10．3331 ３

7－2－c l （ 〕. 25） l （0. 25） 3 （0.751 4

焼土a 3 （0. 6） 2 （01 41 5 （1.01 同

焼土上 86(0･601） 55 (0.385） 2 （0.014 143 （1.0 143
7－2－．

焼土c 31(0.795） 7（0. 179 38{0.974 1 （0.026） 辺q
ゼヅ

その他 16(0,552） 4（0‘ 138） 4（0. 138） 24(0.828 l （0.034） 210‘069） 2(0.069）3（0. 103） 29

焼土a 689(0.690） 25810.259） 38{0.038 985 (0.987 10(0.010） 3(0.003） 310！003） 998

焼土b 380(0.8101 69(0, 147） 1710‘0361 466(0.994 210.004） l （0.002） 469
8－1－b

骨集中 318(0.7721 72(0‘ 175） 17(0.041 407 10.988 310.007） l l0‘002） l （0,002）l （0.002） 412

その他 2（0.0611 9（0. 273） 16(0.485 27 10．818 3(0‘091 1 3（0.091 ） 3(0.091） 回q
L』 ＆』

8－l－c 3 （0.25） 4（0.333 7(O‘583） l （0.083） 3 （'〕､25 3 （0.25） l （0.083） 1ワ
4~

8－2－a 281 (0.717） 66I0. 168） ｝8(0．097 38510.982） l （0･OO3） 2(0005 2（0.005） 4(0,010） 392

8－2－b 5（0.714 5(U, 714） 2(0.286） 7

8－2－c l （I〕､5 l （0.5） 1 （0. 5） 2

8－2－． 1 1 1．0） l （l‘ O） 1

9－1－a 1 （0.5） 1 （l〕.5 2 11．0） 2

9－l－b l （0.2） 2 （]､ 4） 3 （0‘ 6） 2 （0‘ 4） 局

44(0.846）9－1－c 5(0.096） 49(0.942） 1 （0.019） 1 10． 0191 210.038） 52

9－2－a 98(0.899） 1 （0.009） 99(0.908） 2(0.018） l （0.009） 7(0. U64）3(0.028） 109

カマ場一括 13810.908）9－2－b 1 （0.007） 10(0.066） 149(0.980） 3{0,020） 3(0.020）
令戸向

ID鼻

その他 1 （0･ ’67） l ｛0. 167） 2（0. 3331 3 10．5） 3 （0.5） l （0, 167）
四
■

2 （0.25） 2 （0.25）9－2－． 2 （0.25） 3(0.375）l （0 125） l （0. 125） 8

21～22 46(0.902） 2 10.039） 4810,941） 1 10．0201 l （0020） l I0.020） 1 （0.020） 51
lO－1－a

その他 15(0.682） 1 （0.045） 2 (0‘0911 18(0.818） l （0.0451 1 （0.045） 1 （0045） 2(0.091） l （0.045） 22

骨集中22～23 158(0.903） 6(0.034） 164(0.937） 3(0.017） 1 10‘ 011 5(0029 6 （0.04） 2（0.006） 17頁
』 ~『』

骨集中24 l （0.05）14 （0. 7） l （0．05 16 10．8） l （I]､05） 1 （0.05） 3 （0. 15） 20

lO－l－b

骨集中 4(0.007） 22(0.038） 548(0.946）522(0.902） 23(0‘040） 3(0｡005 310.005） 5(0.0091 貝7q“~Ⅱ写

その他 3(0.038）64 （0．81 67(0,838） 6(0.075） 3(0.0381 1 （0,013） 4 10．05） 3(0.038） 80

骨集中1 1 （0.09118（0.727） 9(0.818） 1 （01091） 1 10.091） l （0.091） 1 1

骨集中2 15(0.7141 2(0.095） 2 （0.095)9lO－l－c 19(0.905） l （0,048） l （0.0481 l （0.048） 21

その他 )0(0.789） 2(0.053） 2 10‘0531 34(0.8951 1 10！026 2(0‘053） 2(0.053） 1 （0.026） 38

1 （0. 167） 2(0.333）lO－1－d 1 （0. 167） 1 （0. 167） l （0. 167） l （0‘ 167） 2(0.333） l （0, 167） 6

骨集中 1 （0.042）19(0.792） 2(0.083） 22(0.917） 2（0, 083） 24
lO－2－a

その他 3(0.214） 1 （0.071） 4(0.286 3(0,214） 3（0‘ 2141 6(0.429 4(0. 286） 14

lO－2－b l ｛0. 2） l （0.2 l （0.2） l ｛I]､21 2 （0.4 2 （0.4） 貝

3(0.006）499(0.986） 502(0.99210－2－． 1 10.002） l （0.002） l （0002） 2(0.004） l （0.002） 506

焼 土 2(0.286） 310.429） 5(0.714） 1 （0 143） l （0. 143）1 （0. 143 7

ll－1－a

その他 l （0. 111） 210.222） 410.444l （0‘ 111） 2（0222） 2（0.222） ９3 （0, 333）

l ・ （0．51 l （0.5）ll－l－b l （I].5 l （0.5 Z

l1－l－c l （1 .0） 1

ll－2－a l （1.0） １

l1－2－c 2 （1.0） ２

ll－2－d 2 （1.0） 2

1 （1.0） l （1.0）12－2－a 1

で合･ 言十 4.334(0.947）3.563(0.778） 221 (0.048）55010. 1201 63(0.014） 38(0. 008） 61 ( 〕 ､ 013） 82(0.018 4， 57899(0.022

258



Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

表Ⅸ－5－14地区別・種別動物遣存体出土一覧表〈4層〉

4層
ﾛ甫 竿L 癸頁

鳥類類色
ダ､､、

ｲ滝蕾一合言十海 獣陸 獣

．=1

1, 引その他方 マ〆カレイ類 その他 小 計－ － 〆 〆

l内は比率％1l （1.01l （1．017－2－巳

203 （0. 15） 20 （1.0焼 土 2 （0. 15 （0.751

7－2－b
［ （ 1 .01 （1.0）その他

３1 （0, 3331210．6672（0.667）7－ワーハ
、 ~ し

693(0.043210.029）63(0,913） 1 10.014） 2（0.029113 10. 188）17(0.537 13(0. 188）7－2 ．

2(0.024 84210．，24 3 10.0361210. 024） 7910.940） l （0.012）77(0.917）8－l－c

51 （0. 2） 5 （1.0）2 （0.4）2 10．4）8－2－b

l （0.333） ３1 10，333 1 10. 333）l （0.333）l （0.333）8－2－．

句司

牽□2(0.087）4{0. 174 20(0.870） l （0.043 l （0. 043） 1 （0.043）15(0.652） l （0.043）1

岸 1

，11m. 020）1 10．020） 3 （0.059）43(0.843） 4(0.0785[0.098） 2（0‘039）38{0.74513～4q－1一隅
ゾ ふ し

82 （0.25） 3 10.375）1 （0, 125）！ i0. 1251 2 （0‘251 l （0. 125） l （0. 1251その他 ’ 10． 1251

21 10．51｜ （0. 5） l （0.59－1－（

11 （1 .0） l （1.0）9－2－a

l （1．01 19－2－．

l （0. 004） 280骨集中22 278(0.993） 1 10.004）l （0.0041 9（0.032）268(0. 957

qQ
Uv210.020） 3(0.030） l （0.010l （0.010）骨集中23 1 10．010） 9410.9491 l （0.010）92(0.929） 1 ｛0.010）lO－l－b

q ●n

l ld5(0.044）l （0.0091 3(0.027 〕 (0. 0271その他 104(0.920）iOO(0.884） 2（0.018） 2 10． 018）

2(0.2861 4(0.571）
~

2 10. 286）l （0. 143）1 （0. 143）10－1－（

11 （1 . 0）lO－l－d

９

３

０

４

０

１

０

０

１

２

109107(0,9821 l （0.0091l （0.009） 1 （0，0091106(0.972）ワワ~~

lO 2－B
148(0.571）2（0. 143 2(0. 143 610.429）その他 2(0. 143） 210. 143）

1l （1，01青 砂lO－2－c

l （0.5l （0.5） l （0．5110－2－． ~

1 （0. 25） 43 （0. 75）l （0.25） 2 （0.5）ll－l－a

2 （1.0） 22 （1．01ll－2－d

904)0(0.0331一一 言十目
47(0.052） 82310.910） 1310.014 14(0.012｝ 24(0‘ 0271 38(0.042）754(0．8341 22(0.024）
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表Ⅸ－5-17 ニシン遣存骨部位別出土数一覧表<3 ･ 4層〉
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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6 忍路土場遺跡から出土した遺物に残存する脂肪の分析

北海道測量図工社総合科学研究所福島道広， 中野寛子，長田正宏

帯広畜産大学畜産環境学科 中野益男

忍路土場遺跡から出土したパン状炭化物，土器および石製品の性格，用途を「残存脂肪分析法｣(')を

用いて検索した。

1 ．遺物試料

忍路土場遺跡から出土した遺物は手稲式土器～糀澗式土器であり，縄文時代後期中葉と推定される。

その遺跡作業場跡の配置図とパン状炭化物,土器,石製品付着土壌および土壌試料採取地点を図Ⅸ－6－1に

示す。パン状炭化物試料No.1は10-2-d区Ⅲc層から，内面炭化物付着土器試料No.2～No.5は

それぞれ6－2－b区Ⅲc層, 7-2 b区Ⅲd層, 10-1-c区Ⅲc層, 10-2-a区Ⅲd層から出

土した。石製品付着土壌試料No.6,No.7,No.10(小型脚付石皿付着土壌), No.8 (オロシガネ状

石製品付着土壌）およびNo.9 (オロシガネ状土製品付着土壌）はそれぞれ7－2－．区Ⅱb層, 7-

2－．区Ⅲa層, 10-2-a区Ⅲa層, 8 1-d区Ⅲc層および10-1-a区2文層から採取した。

土壌試料No.11およびNo.12は10-2-a-10区⑮Ⅲc層, 10-2-a 10区⑯Ⅲc層から採取した。

また作業場跡からハイイヌガヤの種子が数多く出土していることから，対照試料として現生のハイイ

ヌガヤの種子を採取した。

試料No.1であるパン状炭化物は分析前にヒトの手に触れている。土器試料についても出土後,水道

水で水洗後，注記は水性のポスターカラーインクを用いており，分析前にヒトの手に触れている可能

性があるので，試料の表面をあらかじめ有機溶媒で洗浄した。

2 ‘残存脂肪の抽出

各試料に3倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1)混液を加え，超音波浴槽中で30分間処理す

る。超音波抽出を3回繰り返して残存脂肪を非破壊抽出法で抽出した。得られた全抽出溶剤に1%塩

化バリウムを全抽出溶剤の4分の1容量加えて， クロロホルム層と水層に分配し，下層のクロロホル

ム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表Ⅸ－6－1に示す｡残存脂肪抽出量はパン状炭化物試料No.1で0.1972%,土器試料

No.2～No.5で0.0117～0.0242%,平均0｡0187%,石製品付着土壌試料No．6～No.10で

0.0099～0.1657%,平均0.0573%,土壌試料No.11およびNo.12で0.0873%および0.1798%,平均0.1336

％であった。また対照試料である現生のハイイヌガヤの種子では26.21%であった。パン状炭化物から

の残存脂肪抽出量は,山形県高畠町縄文時代前期の押出遺跡(2)から出土したクッキー状炭化物の抽出量

0.0284～1.7408％,平均0.7577％や秋田県縄文時代前期の上の山Ⅱ遺跡(3)から出土した炭化物の抽出量

0.0143%と比較して適量であった。土器試料の残存脂肪抽出量は,石川県真脇遺跡(4)から出土した土器

片の抽出量0.0035～0.0162%,平均0.0084%と比較して約2.23倍高かった。石製品付着土壌試料では

福島県仙台内前遺跡(5)の石器付着土壌抽出量0.0015～0.0038%,平均0.0022%と比較して約26倍高かっ

た力舗,全国各地の遺跡土壌から抽出された残存脂肪の平均0.02%(6)と同等量であった｡各試料の抽出量

とも分析には十分量であった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果，脂肪種は誘導脂質の遊離脂肪酸が最も

多く ，次いで単純脂質のトリグリセリド， ジクゞリセリド， ステロールの順に多く ， その他に微量な力寸

らステロールエステルと長鎖炭化水素を検出した。

詔9



3 ．残存脂肪の脂肪酸組成

試料の残存脂肪に5％メタノール性塩酸を加え, 125℃で2時間封管中でメタノール分解し，生成し

た脂肪酸メチルエステルを薄層クロマトグラフイーで分離・精製後，ガスクロマトグラフィーで分析

した(7)。

残存脂肪から12種類の脂肪酸を検出した。 このうち，パルミチン酸(C16 : 0),パルミ トレイン酸

(C16 : 1), ステアリン酸(C18 : 0), オレイン酸(C18 : 1), リノール酸(C18 : 2), アラキジン

酸(C20 : 0), エイコサモノエン酸(C20 : 1),ベヘン酸(C22 : 0),エルシン酸(C22 : 1), リグ

ノセリン酸(C24 : 0), ネルボン酸(C24 : 1)など11種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー－質量

分析で同定した。

1）土器および土壌の残存脂肪の脂肪酸組成

土器試料No.2～No.5,石製品付着土壌試料No.6～No.10,土壌試料No.11,No.12および対照試

料ハイイヌガヤ種子の脂肪酸組成を図Ⅸ－6－2-1,2に示す｡図に見られるように土器試料ではいずれの

試料ともパルミチン酸が30～53%分布し，主成分であった(図Ⅸ－6－2-1)。一般に油脂は加熱し

ていくと250℃～300℃で変化が見られ，相対的にオレイン酸の減少とともにパルミチン酸が急激に増

加する(2)｡土器試料は内面に炭化物が付着していたことから高温で加熱され,パルミチン酸などの飽和

型の脂肪酸が増加し，オレイン酸が減少したと推測される。このうち試料No.2およびNo.4では高等

動物の脳， 内臓胎盤および血液に多く含まれているベヘン酸およびリク．ノセリン酸等の高級飽和脂

肪酸が約9～11％分布していた。 このことは動物油脂が多少混入していることを示唆している。試料

No.3ではパルミチン酸， オレイン酸の他に，魚介類に特異的に多く含有するエイコサペンタエン酸，

イワシ酸およびニシン酸から誘導されたと推定されるエイコサモノエン酸， エルシン酸およびネルボ

ン酸などの高度不飽和脂肪酸が約30%近く分布していた｡また試料No.5では動物体脂肪に特徴的にみ

られるパルミチン酸およびステアリン酸が主成分を占め，全脂質の約80%分布した。

これら脂肪酸組成から，土器には植物油脂を主体とし少量の動物油脂が付着していたもの，魚介類

の油が付着していたもの，動物油脂が付着していたものに分類できた。

試料No.6～No.10の石製品付着土壌についてみると,図Ⅸ－6－2 1および2に示すように， リ

ノール酸等植物由来の脂肪力訂付着している試料No.6の小型脚付石皿を除いては，いずれの試料と

も中級飽和脂肪酸のパルチミン酸と高級飽和脂肪酸であるベヘン酸， リグノセリン酸など動物由来の

脂肪が約41～56%占め，主成分であった。 このうち試料No.8はエルシン酸およびドコサジエン酸等

の高級不飽和脂肪酸が約10％分布しており，魚介類の油が分布していたことを示唆した。土壌試料の

脂肪酸組成を図Ⅸ－6－2－2に示す。パン状炭化物が出土したのと同じ層位から採取した試料No.

11はベヘン酸およびリグノセリン酸などの高級飽和脂肪酸が約47％分布し，動物油脂とくに血液， 内

臓等力葡存在していたと推測される。 これに対して，ハイイヌガヤなど植物種子が多く出土してきた層

位から採取した土壌試料No.12はリノール酸が約44%を占め,植物腐植土の脂肪酸パターンを示した。

また，ハイイヌガヤの木の実に特異的に検出される高級アルコールも約11％と高い割合で分布してい

た。

2）パン状炭化物の残存脂肪の脂肪酸組成

パン状炭化物試料の脂肪酸組成を図Ⅸ－6－2 1に示す。図に見られるように，パルミチン酸お

よびベヘン酸力、主成分で全脂質の約55％分布していた(図Ⅸ－6 2-1)。 また通常の動植物種に比

べパルミチン酸が約31%と増加しており，逆にオレイン酸が約14%と減少していることから，植物起

源の油脂， とくにハイイヌガヤ等の木の実と動物種の体脂肪力苛かなり高温で加熱された可能性が推測
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される。 また高等動物の脳，血液由来の高級飽和脂肪酸が約32％分布していた。先に示した炭化物と

同じ層位から採取した土壌試料No.11も高級飽和脂肪酸が約47%分布していることから(図Ⅸ－6－2－

2)，パン状炭化物には高等動物の血液等がかなり多く混入していると推測される。脂肪酸組成の成績

からパン状炭化物試料は獣肉などの動物体脂肪と木の実などの植物油脂を混合させ， そこに血液等の

栄養成分を多量に加え高温で加熱調理したものと推定される。

4 ．残存脂肪のステロール組成

試料に残存する脂肪からステロールを先に述べた有機溶媒等を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマト

グラフィーにより分離・精製後， アセテート誘導体にしてからガスクロマトグラフィーにより分析し

た。

残存脂肪から6～11種類のステロールを検出した。 このうちコレステロール， エルゴステロール，

カンペステロール， スチグマステロール， シトステロールなどの7種類のステロールをガスクロマト

グラフィー－質量分析により同定した。

1）土器および土壌の残存脂防のステロール組成

土器試料No.2～No.5,石製品付着土壌試料No.6～No.10および土壌試料No.11,No.12のステロ

ール組成を図Ⅸ 6－3に示す｡図に示すように,土器試料では試料No.2およびNo.4で植物由来の

シトステロールがそれぞれ約55％および53％と高い割合で分布した。また試料No.3およびNo.5では

動物由来のコレステロールがそれぞれ約49％および41%と分布し， シトステロールは約6～7%と低

い割合であった(図Ⅸ－6－3)。微生物由来のエルゴステロールも約17%前後と通常植物腐植土でみ

られるエルゴステロール5％前後に比べ高い値を示した。しかし人為的に微生物を添加した値(2)に比べ

るとかなり低い割合であるため，積極的に醗酵させたものではなく ，廃棄等によって自然醗酵した可

能性が高い。

石製品付着土壌試料および土壌試料についてみてみると（図Ⅸ－6－3)，試料No.6およびNo.7

ではコレステロールが約23～25％と比較的高い割合で分布し，シトステロールは約14%前後であった。

エルゴステロールについても約21%前後と高い割合で分布した｡試料No.8およびNo.10ではコレステ

ロール約5％前後， シトステロール約34～56％で植物腐植土を示唆した。 しかし動物由来のコレステ

ロールが通常植物腐植土に2～3％含まれているのに対して，約5％前後と多少高い割合を示した。

土壌試料については試料No.11およびNo.12の両者ともコレステロールで約11～13%,シトステロール

で約36～39％分布した。また試料No.12ではエルゴステロールが約31%と高い割合を占めた。これは動

植物食品を投棄後に自然醗酵したと考えられるが，正確には解明できなかった。

各試料に残存するステロールのうち，動物に固有のコレステロールと植物に固有のシトステロール

の比を求め，残存脂肪の動植物起源を調べたのが表Ⅸ－6－2である。一般に，動物遺体の存在を示

すコレステロールとシトステロール比の指標値は，土壌で0.6以上(6)7土器･石器･石製品で0.8～23.5

をとる(4,8)。従って，分析に供された試料のうち，土器試料No.3およびNo.5には分布比6.0981およ

Ut7.0643と動物性脂肪力、多量に存在していたこと,試料No.2およびNo.4で分布比0.2098および0.1513

と植物油脂が存在していたことを示唆する(表Ⅸ－6 2）。この結果は先の脂肪酸分析の成績と一致

した。土壌試料では，試料No.6,No.7およびNo.9でステロール比が0.5614～1.7113と動物油脂の

存在を示した。また試料No.8およびNo.10では0.0833および0.1503と分布比が低< ,植物腐植を示し

た｡試料No.11およびNo.12は分布比がそれぞれ0.3226および0.3070で動物油脂と植物油脂が混在して

いる値を示した｡先の脂肪酸組成と比較してみると,試料No.6では植物性の脂肪酸パターンに対して

動物性のステロールが検出された。試料No.8およびNo.10ではその逆であった。一般に，考古遺物は
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植物や動物などの遺体を包含する土壌から出土してくるので， これからしみ出した脂肪の影響を受け

やすいため(4)，他の異種脂肪が混入している可能性が高い。

2）パン状炭化物の残存脂肪のステロール組成

パン状炭化物試料のステロール組成（図Ⅸ－6－3） をみると，動物油脂を示すコレステロールが

約12.4%分布し，植物油脂のシトステロールが約58.7%と高い値であった。 これは先に示した脂肪酸

組成の結果と逆の値を示した。パン状炭化物が出土した層位にハイイヌガヤカ蔀多量に散在していたこ

とから，植物種子油の影響が極めて高い。微生物脂肪のエルゴステロールは約8.9％と通常土壌中に分

布する値の5～10%と比較して同様であった｡表Ⅸ 6－2に見られるように,ステロールの分布比は0.2110

と植物油脂が主体ではあるが，動物油脂も混入している値であり，先に示した脂肪酸組成と一致する。

5 ．脂肪酸組成からの数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成を重回帰分析にかけ，相関行列距離を基にした群平均法によるクラスター分

析の結果を図4に示す｡パン状炭化物試料No. 1は,石製品付着土壌試料No.7およびNo.9とともに

A群を形成した。土器試料No.2,No.4およびNo.5は相関行列距離0.2以下と互いに短<B群を，

土器試料No.3はC群を形成したが互いに相関行列距離0.35以下で同じ系統樹に属していた。高級飽

和脂肪酸を多量に含む試料No.8,No.10およびNo.11は類似距離0.1以下でD群を，植物腐植の脂肪

酸パターンを示した試料No.6およびNo.12は類似距離0.15以下でE群を形成した。高等動物の体脂

肪の脂肪酸組成を示すA群, B群およびC群は,D群およびE群とは全く別の系統樹に属していた。

パン状炭化物を構成している脂肪と土器および石製品残存脂肪の付着脂肪の持主を特定するために，

脂肪酸組成の類似した動植物種をクラスター分析にかけた。試料は熱を受けているため，現生基準資

料の動植物種および遺跡出土獣骨の脂肪酸組成を加熱変性後の組成に換算して比較した(2,3)。その結果

を図5に示す。先のクラスター分析でB群を形成した試料No.2およびNo.4は現生のシジミ， ヒジ

キの魚介類，美里洞穴遺跡エゾシカ(9)，南有珠遺跡オットセイ， イルカ(9)， ヒトの手の油と類縁関係の

深いコロニーを形成した｡試料No.5では現生エゾシカ肋骨と類似距離0.05以下でコロニーを形成した。

A群を形成したパン状炭化物試料No.1,石製品付着土壌試料No.7およびNo.9は試料No.2,No.

4およびNo.5を含むコロニーを形成し，海産動物，魚介類，陸上動物の他にアカハラ，モズ，カワラ

ヒワ,キジ,マガモ等の野鳥およびウズラの卵等野鳥の卵(2)とも類縁関係があった｡C群である試料No.

3は，現生のオットセイ，アザラシ等海産動物に相関行列距離0.2以下と近かった。高級脂肪酸が主成

分を占めるD群は1つのコロニーを形成しており，相関行列距離0.4～0.6で現生のアジ，ゴンドウク

ジラ等海産動物と弱い類縁関係を示した。E群を形成する試料No.6およびNo.12はアラカシ， ミズナ

ラ， トチの実，ブナ，ハイイヌガヤの実などと類似距離0.2以下でコロニーを形成した。 とくに，試料

No.12の土壌は,同じ層位でハイイヌガヤの実が出土してきていることからハイイヌガヤと相関行列距

離が0.05以下と短かった。

クラスター分析の成績から，忍路土場遺跡試料には，数種類の動物脂肪の混入が推測された。そこ

で， クラスター分析から導き出された数種の動物種のうち，行列距離の短い動植物種の脂肪酸組成に

基づいて，誤差の2剰和で最も小さくなるような動植物種の組合せをラグランジェの未定係数法を用

いて算出し， その分布割合を求めた。

1）土器および石製品付着土壌に残存する動植物油脂の分布割合

表Ⅸ－6－3は土器試料No.2の動物脂肪の割合を求めたものである｡表Ⅸ－6－3は試料分析値と

土器に付着する動物が美里洞穴遺跡エゾシカ15.7％，南有珠遺跡オットセイ23.1%, イルカ21.1%,

現生シジミ21.6%, ヒジキ15.0%,ハイイヌガヤ1.2%, ヒトの手の油2.3%分布しているとき，計算
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

上分析値に最も誤差なく近似することを示している｡同様に土器試料No.3ではオットセイ等海獣で87.3

％，エゾシカ等の哺乳動物で127％分布していた(表Ⅸ－6－4）。土器試料No.4では，南有珠遺跡

オットセイ (30.8%), イルカ(21.9%)等海獣52.7%, シジミ等魚介類11.2%,美里洞穴遺跡エゾシ

カ等哺乳動物12.0%, ヒトの手の油12.2%,ハイイヌガヤ1.4%分布していた（表Ⅸ－6-5)。石製

品付着土壌試料No.6では，アラカシ48.1%, ミズナラ3.1%, トチ45.4%,ハイイヌガヤ3.5%と植物

種子脂肪が分布していた(表Ⅸ－6－6)。試料No.8ではアジ62.7%, ゴンドウクジラ37.3%と海産

動物が分布していた(表Ⅸ－6－7)。試料No.9はエゾシカ等哺乳動物8.3%, オットセイ等海獣1.6

％， シジミ等魚介類8.0％，野鳥および野烏の卵72.2％からなり，主として野鳥およびその卵の油の存

在を示唆した（表Ⅸ－6－8）。

ラグランジェ未定係数法から求められた忍路土場遺跡の土器および石製品試料に残存する動植物脂

肪の分布割合をまとめたのが表Ⅸ－6－9である。土器試料No.2およびNo.4はオットセイ，イルカ

等海獣およびシジミ， ヒジキ等魚介類の海産動物74～81％に哺乳動物のエゾシカ等が混じっていた。

試料はヒトの手に触れており2～12％ヒトの手の油が分布していた｡土器試料No.3では海獣油脂力訂87.3

％と主成分であり，哺乳動物油脂は12.7%混入していた。試料No.2,No.3およびNo.4は海産動物

油脂が主成分で，哺乳動物と比較して圧倒的に多かった。 この成績は，海産動物油脂が付着していた

ことを明確に示している。土器試料No.5では，クラスター分析によりエゾシカだけが行列距離の短い

動物種の脂肪酸組成を示したため，エゾシカ油脂のみが付着していることを示唆した。石製品では，

その付着土壌から試料No.6でアラカシ(48.1%), トチ(45.4%),ハイイヌガヤ(3.5%)等の木の

実が分布していた。試料No.7およびNo.9では，哺乳動物6～8%,海産動物約13%,野鳥およびそ

の卵72～77％分布し， ヒトの手の油が4～7％占め，野鳥油脂力罰多く含まれていることを示唆した。

試料No.8およびNo.10は1つのコロニーを形成し,動物油脂とは離れていたが,その中で弱い類縁

関係を示したのはアジ， クジラ等の海産動物であり， これらの油脂力爵付着していた可能性が推測され

る。

2）パン状炭化物に残存する動植物油脂の分布割合

パン状炭化物試料No. 1に残存する脂肪酸組成から算出した動植物脂肪の分布割合を表Ⅸ 6-10に

示す。表に見られるように， エソ．シカ等哺乳動物9.1%, オッ |､セイ (6.1%), イルカ(2.2%), シジ

ミ (15.0%)等海産動物23.3%,野鳥の卵4.5%,ハイイヌガヤ(24.0%),同じ層位の土壌試料No.11(28.2

%), No.12(5.7%)等植物種子および植物腐植土壌で57.9%分布していた。出土層位の土壌の影響を

かなり受けていたが，海産動物とくにシジミなどの貝殼類力罫動物種では主成分を占め， それにハイイ

ヌガヤ等の木の実を澱粉質として用いて混ぜ合わせ, 250℃以上の高温で焼いた可能性が極めて高い。

またパン状炭化物は出土してから分析するまでに， 多くのヒトに接触していたにもかかわらず，手の

油が5.2％しか分布しなかったことは,分析前に有機溶媒でよく炭化物表面を洗浄したためと考えられ

る。

6 ．総括

忍路土場遺跡から出土したパン状炭化物，土器，石製品付着土壌および土壌試料の残存脂肪の脂肪

酸分析およびステロール分析を行った｡土器4試料中,試料No.2およびNo.4の2試料はパルミチン

酸,オレイン酸が多く海産動物油脂に植物種子油脂を混入したのに近く ，試料No.3は多価不飽和脂肪

酸から誘導されたと推測されるエイコサモノエン酸およびエルシン酸力ざ多〈て海獣油脂に近く ，試料

No.5はパルミチン酸,ステアリン酸が多く獣油に近い特徴が見られた。4試料すべてにおいてパルミ

チン酸が多量に分布しているのは,土器内面にかなりの炭化物が付着していることから,250℃～300℃

詔3



の温度で加熱調理用として使用されていた可能性がある。土器試料のステロール組成は脂肪酸組成と

一致していた。 また，土器に残存する動物脂肪の分布割合は，魚介類および海獣を含む海産動物に少

量の獣油と植物種子を含む土器，海獣だけを含む土器，獣油だけを含む土器の3形態に分類されるこ

とから，土器は用途に応じて，海産動物油と獣油を使いわけていたと推定される。

石製品試料では付着土壌の残存脂肪から,試料No.6の小型脚付石皿は植物種子の付着,試料No.7

の小型脚付石皿およびNo.9のオロシガネ状土製品では野鳥油脂を多く含み,少量の獣油と海産動物油

の付着試料No.8のオーロシガネ状石製品およびNo.10の小型脚付石皿では海獣だけの付着を示唆した。

これは調理道具についても同様に，用途目的に応じて，動植物油脂を使いわけていたと推定される。

パン状炭化物試料No.1ではパルミチン酸,ベヘン酸が多< ,ステロール分布比では0.2110であった。

これらを基にした動植物脂肪の分布割合は植物種子油(24.0%) と海産動物油(23.3%)が主体であ

り，出土地点の土壌試料No.11が28.2%分布していた。しかしこの土壌試料の脂肪酸組成は動物由来の

高級脂肪酸が主成分を占め， この場でパン状炭化物を加工調理した可能性が高い。 しかし， 山形県押

出遺跡から出土したクッキー状炭化物と比較すると，醗酵食品の可能性は低い力罫，海産動物油と植物

種子油を主体として，加熱調理した食品の可能性力:極めて高いと推測される。
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表Ⅸ－6－1 忍路土場遺跡のパン状炭化物、土器、土壌試料の

残存脂肪抽出量

遺試料No 物 名 発掘区 層位 湿重量(9) 抽出率陶全脂質蝿

パン状炭化物 10-2 d1 111 22．411．25 0．1991

内面炭化物付着土器 6－2－b2 Ⅲ（ 61．21 12．1 0．0198

内面炭化物付着土器
屍 、 l

／－乙一， Ⅲ． 215．57 ヮ肩Q
△J今LJ 0．0117。

内面炭化物付着土器4 10-1-, 111 ( 86．14 16．3 0．0189

内面炭化物付着土器 IIId５ l(卜2－a 306．35 74．0 0．0242

'1,型脚付石Ⅲ付着土壌 7－2－． IIb 0．5 0．00995．046

'｣､型脚付石皿付着士壌 7 2 ． ⅡIa７ 3．62 0．8 0．0221

オロシガネ状石製品付着土壌 8－1－． III c 2．9 0．1657I ワ貝
L･ ~JJ8

オロシガネ状石製品付着土壌 2文10－1－a 0－759 0．1 0．0133

小型脚付石皿付着土壌 IⅡa10 lO 2 a 6．10 4．6 0．0754
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図Ⅸ－6－1 忍路土場遺跡作業場跡の配置図およびパン状炭化物・

土器・石製品付着土壌採取地点
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表Ⅸ－6－2 忍路土場遺跡のパン状炭化物、土器および土壌試料に

分布するコレステロールとシトステロールの割合

コレス

テロール／シトス

テロール

試料(Nu) コレステロール(%) シトステロール(％）

８

４

８

０
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６
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０
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７

２

５

４

４

３

３

６

８

５

８

５

５

５

１

１

３

２

５

３

３

６

０

８

１

３

３

２

３

３

４

３

６

０

９

１

９

８

１

４

６

１

０

１

３

２

７

０

１

０

９

５

６

２

１

５

６

８

２

０

１

２

２

０

１

０

６

７

１

５

０

３

３

０

０

０

６

０

７

１

１

０

０

０

０

０

０

7

8

9

1 0

1 1

1 2

ﾊｲｲﾇｶﾔ種子

表Ⅸ－6－3 忍路土場遺跡の土器に残存する脂肪の脂肪酸組成から

算出した動植物脂肪の分布割合

計算値脂肪酸 2 ５ 6
~

Nq2 1 4

０

５

９

４

４

８

３

８

４

．

９

〔

Ｕ

９

ｑ

〕

７

３

２

６

６

０

２

８

５

６

８

~
~
~
~
~
~
~
~

↑

Ｈ

〕

庁

，

１

４

‐

ｌ

▲

民

』

刈

敬

ｊ

例

証

負

』

ｎ

Ｕ

４

１

１

９

８

４

０

２

~
~
~
~
~

５

２

６

４

４

４

２

１

０

２

０

２

９

７

~
~
~
~
~
~

６

０

３

３

６

０

１

２

５

７

４

９

６

０

７

~
~
~
~
~
~

４

８

０

５

４

７

６２

８

９

２

３

~
~
~
~
~

６

３

５

０

３

５

１

２

５

７

４

８

０

~
~
~
~
~

ｑ
〕
ワ
』
Ｑ
〉
↑
Ｄ
ｑ
Ｕ

５

１

１

４

３

１

５

９

~
~
~
~
~

ワ

ー

、

八

）

４

４

．

頁

Ｊ

ワ

ー

４

１

１

８

９

０

０

１

~
~
~
~
~

９

０

８

６

９

５

１

０

１

０

１

２

３

０

１

２

５

０

１

２

０

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

６

８

８

８

８

０

０

０

０

２

２

２

４

４

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

ｃ

Ｃ

１

５

５

４

２

~
~
~
~
~

４

５

０

５

３

４

１

１

ロ
バ
咄

戸
Ｊ
１

~
~
~
~

２

３

８

~
~
~
~
~

６６

７
~~

２

０

１

２

１

１

６

０

８

２

１

０

２

４

~
~
~
~
~
~
~
~

３

１

０

１

６

２

１

５

0， 6

~

６

２

０

０

０

６

０

４

９

２

８

３

０

０

２

~
~
~
~
~

１

２

０

０

０

8． 4４

３

４

０

３

~
~
~
~
~

０

１

０

１

０

2． 4

0．3

15． 7 23． 1 21． 1 21． 6 2． 3 1． 2 15． 0分布割合（％）

ヒトの手の油（加熱）

ハイイヌガヤ（加熱）

ヒジキ（加熱）

1 美里洞穴遺跡エゾシカ（加熱）

2 オットセイ5 9 5 （加熱）

3 イルカ5 9 5 （加熱）

4 シジミ （加熱）

対象名 ５

６

７

296



Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

表Ⅸ－6－4 忍路土場遺跡の土器に残存する脂肪の脂肪酸組成から

算出した動植物脂肪の分布割合

脂肪酸 Nq3 1 2 計算値3

０

１

０

１

２

３

０

１

２

５

０

１

２

０

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

６

８

８

８

８

０

０

０

０

２

２

２

４

４

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

Ｇ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

６

０

０

Ｃ

Ｃ

５

８

７

７

１

９

５

９

０

１

２

２

４

６

２

５

２

３

６

７

４

０

２

２

７

６

３

２

７

~
~
~
~
~

５

４

７

９

０

３

１

２

０

２

４

１

９

２

７

３

５

６

２

１

４

９

８

７

３

０

２

２

７

４

４

３

８

９

２

８

６

９

２

４

８

１

６

、
『
Ｕ
向
ｊ
Ｉ
１
１
上

ｑ

Ｉ

Ｌ

ｎ

／

』

ｎ

Ｕ

１

０

６

５

３

８

~
~
~
~
~
~

。

１

４

ｑ

Ｉ

Ｌ

ｎ

Ⅱ

〕

‐

八

段

〈

Ⅱ

〉

ｎ

／

》

１

１

土

６

８

１

~
~
~

０

９

０

８

６
~~

２

２

０

７

２

６

１

９

４

４

３

０

９

０

１

５

１

２

０

３

１

４

０

１

２

１

１

０
~~

０

１

２

４

９

０

０

１

３

８

~

分布割合（％） 53． 1 34． 2 12． 7

対象名 l オッ トセイ （加熱）

2 アザラシ （加熱）

3 エゾシカ中手骨（加熱）

表Ⅸ－6－5 忍路土場遺跡の土器に残存する脂肪の脂肪酸組成から

算出した動植物脂肪の分布割合

脂肪酸 NQ4 1 2 q

計算値4 5 6 7

０

１

０

１

２

３

０

１

２

５

０

１

２

０

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

６

８

８

８

８

０

０

０

０

２

２

２

４

４

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

０

９

４

５

３

１

６

４

５

１

１

２

８

９

２

３

~
~
~
~
~

６

３

５

０

３

５

１

２

５

７

４

８

０

３

２

９

５

３

５

１

１

４

３

１

５

９

８

~
~
~
~
~
~
~

７

８

４

５

７

６

４

１

１

８

９

０

０

１

４

~
~
~
~
~
~
~

９

０

８

６

９

２

５

１

９

８

４

０

２

５

２

６

４

４

４

２

１

０

２

０

ワ

】

Ｑ

〕

７

~
~
~
~
~
~

６

０

３

３

６

０

１

２

５

７

４

９

６

０

７

~
~
~
~
~
~

４

。

（

Ｕ

Ｏ

－

Ｄ

４

△

７

（
ｂ ４

２

１

３

５

３

９

２

１

０

８

７

７

３

１

４

４

６

７

０

３

０

８

１

~
~
~
~
~
~
~
~

４

３

３

４

１

３

６

０

５

１

１

２

５

８

~
~
~

１

０

０

0． 6 ６

７
~~

２

０

1 1
条■ 士

2． 1

~~3．7
~

ワ

ー

１

１

４

〔

ｕ

〕

ｎ

判

〕

~

~

~

~

~

（
ｈ
〕
９
１
Ｌ
（
Ⅱ
〕
《
ソ
と

４

３

４

０

３

~
~
~
~
~

０

１

０

１

０

8．4 １

６

８

１

９

７

８

９

５

２

５

１

１

４

０

１

２

０

０

０

2． 4

~

~

0． 3
~

分布割合（％） 12. 0 30. 8 21. 9 11. 2 12.2 1. 4 10. 5

対象名 美里洞穴遺跡エゾシカ （加熱）

オットセイ5 9 5 （加熱）

イルカ5 9 5 （加熱）

シジミ （加熱）

１

２

３

４

ヒトの手の油（加熱）

'、イイヌガヤ（加熱）

ヒジキ（加熱）

５

６

７

297



表Ⅸ－6－6 忍路土場遺跡の石皿付着土壌に残存する脂肪の脂肪酸

組成から算出した動植物脂肪の分布割合

計算値42 ３脂肪酸 Nq6 １

６

５

７

２

８

４

０

２

７

１

１

７

２

０

２

１

２

０

７

１

０

３

１

０

６

１

１

．

．

．

．

・

・

０

・

・

６

０

２

８

１

０

６

４

０

２

２

３

０

２

０

２

９

７

~
~
~
~
~
~

６

０

３

３

６

０

２

５

１３

６

９

１

~

~

~

~

~

（

Ⅱ

〕

（

ソ

』

ｎ

／

》

（

×

〕

２

３

２

ｎ

Ｊ

４

１

り

』

Ｑ

〕

、

１

へ

ｄ

Ｐ

Ｄ

ワ

』

~
~
~
~
~
~
~
~
~

９

０

１

７

７

８

２

０

２

１

４

９

２

７

３

７

~
~
~
~
~

１

０

１

４

４

３

２

３

９

０

４

８

０

~
~
~
~
~

１

４

０

０

７

２

１

２

２

６

６

８

８

８

８

０

０

０

０

２

２

２

４

４

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

（

Ｕ

１

０

１

２

３

０

１

２

５

０

１

２

０

１

５

８

１

~
~
~

６

７

０

１

５

１

~
~
~

５

０

０

７

２

８

~
~
~

６

０

０

~

２

６

６

０

８

０
~~

０

０

1．50．3 ６

２
~~

０

０

２

４

８

９

~
~
~
~

３

０

０

３ ~0， 2~ 0． 1860．2| I

~

3． 1 45． 4 3． 5分布割合（％ 48． 1

l アラカシ（加熱）

2 ミズナラ （加熱）

3 トチ（加熱）

4 ハイイヌガヤ（加熱）

対象名

表Ⅸ－6－7 忍路土場遺跡の石製品付着土壌に残存する脂肪の脂肪

酸組成から算出した動植物脂肪の分布割合

計算値２脂肪酸 NQ8

８

９

３

４

７

５

５

９

１

５

８

２

０

８

２

~
~
~
~
~

１

４

４

１

０

１４

。

〔

５

５

６

７

~
~
~
~

９

１

戸

ｂ

ｎ

ｄ

ｎ

ｌ４

７

３

８

~
~
~
~

７

５

３

０

６

４

２

２

５

~
~
~
~
~

８

８

７

８

０

１０

１

０

１

２

３

０

１

２

５

０

１

２

０

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

６

８

８

８

８

０

０

０

０

２

２

２

４

４

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

０

０

６

６

０

０

０

０

６

０

０

０

０

０

６

６

７

３

３

３

６

３

９

３

４

５

５
１

９

６

５

~
~
~

６

０

１

８

９

７

８

９

３

６

８

２69． 1０

４

２

３
１

２

５

８

４

２

~
~
~
~
~

７

６

３

０

０

１

２

29．38246．9

~

62． 7 37． 3分布割合（％）

ァジ（加熱）

ゴンドウクジラ （加熱）

対象名： 1

2

2％



Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料

表Ⅸ 6 8 忍路士場遺跡の土製品付着土壌に残存する脂肪の脂肪

酸組成から算出した動植物脂肪の分布割合

脂肪酸 Nq9 1 2 3 4 計算値8b

６

６

８

８

８

８

０

０

０

０

０

２

２

２

２

４

４

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

０

６

０

０

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

０

１

０

１

２

３

０

１

２

４

５

０

１

２

５

０

１

９

３

８

４

６

１

４

８

２

２

１

２

８

９

２

３

~
~
~
~
~

６

３

５

０

３

５

１

２

５

７

４

８

０

３

２

９

５

３

５

１

１

４

３

１

５

９

８

~
~
~
~
~
~
~

７

８

４

５

７

６

４

１

１

８

９

０

０

１

９

０

８

６

９

５

１

９

８

４

０

２

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~

５

２

６

４

４

１

２

４

２

１

６

８

２

０

２

３

２

１

~
~
~
~
~
~
~
~

２

３

２

３

６

０

０

０

４

１

２

１

７

９

０

７

５

~
~
~
~
~

４

４

４

２

３

３

１

１

１

３

７

２

１

８

４

３

４

９

３

３

１

１

１

７

２

１

８

４

０

８

４

２

２

１

４

５

７

０

５

０

６

２

９

４

０

８

０

０

７

０

９

１

７

８

０

９

０

９

４

０

１

３

７

９

６

７

２

０

６
~~
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表Ⅸ－6-10 忍路土場遺跡のパン状炭化物に残存する脂肪の脂肪酸

組成から算出した動植物脂肪の分布割合
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Ⅸ忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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図Ⅸ－6 2－1 パン状炭化物、土器および石製品付着土壌に残存する

脂肪の脂肪酸組成
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m忍路土場遺跡の動植物遺体及び関連資料
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図Ⅸ－6－4 パン状炭化物、土器、石製品付着土壌および土壌に残

存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図

相関行列距離

0．0 0．1 0．2 0.3 0．4 0．5 0．6 0．7 0．8 0．9 1．0

誹料冬
No． 7

No． 9

No． 2

No． 4

美里洞穴遺跡エソ'シカ （加舶）

オッ トセイ595 （加燃）

イルカ595 （加熟）

ンジミ （加熱）

ヒジキ（加熱）

ﾋﾄ体脂肪(加熱）
ｱｶﾊﾗ （加熱）

モズ（加熟）

キジ （加熱）

ウズラ卵（加熱）

No． 5

ｴｿ'ｼｶ肋骨(加熟)

ハマグリ （加熱）

ヤマシギ（加熱）

コハク（加熱）

No． 3

オットセイ （加熟）

アザラシ （加熱）

ヒグマ （加朋）

エゾシカ中手骨（加熱）

No． 6

アラカシ（加熱）

ミズナラ（加熱）
トチ（加熱）

No． 1 2

ブナ （加熱）

ハイイヌガヤ皮付き （加熟処理）

オニグルミ （加熱）

ベニマシコ （加熱）
ニホンザル（加熱）
クリ （加熱）

No． 8

No． 1 1

No． 1 0

アジ（加朗）

ｺﾞ ﾝﾄｳｸｼﾗ （加黙)

ト ト’ （加黙）

ニシン （加熟）

I■■■

ヨー
ｌ

ｌ

ｌ

ニ

ル

パン状炭化物、土器、石製品付着土壌、土壌、遺跡獣

骨および現生動植物油脂の加熱変性後の脂肪酸成樹状

構造図

図Ⅸ－6－5

304



X忍路土場遺跡総括

『





X忍路士場遺跡総括

1 ）調査の結果

忍路土場遺跡の推定範囲はA2地区台地の張り出し部を中心に考えると，北側に約60m,南側に約100

In7西側に140m,東側に160mにひろ力ざると思われる。調査区は，工事力罰道路建設のため東西に走る帯

の形状（南北40m,東西約300m) をなし， 台地縁辺部と氾濫原にまたがるように設定されている （図

Ⅳ－1)。

A地区

調査区の西端に位置するA1地区では，竪穴住居跡4軒，土擴6基，巨木柱穴7基焼土2か所が検

出された。そられの遺構はH 1, H-2, 巨木柱穴4, 5, 6, 7の周辺で手稲式，糀澗式土器が

出土することから推し量ると縄文時代後期中葉の時期につくられたものと思われる。遺物包含層は畑

地造成および市道の造成時に削平されて， ほとんど残っていなかった。遺物はI層およびⅡ層（黒色

腐植土)から出土する。土器は小破片が多く ，風化，磨滅が著しい。調査区のほぼ中央にあるA2地区

は, I, Ⅱ層および黄褐色ローム層（Ⅲ層）の上位深くまで削平されていたため遺構の存否について

は確認しえなかった。

B地区

調査区の東端に位置するB地区は，遺物包含層の残りは良く ，縄文時代中期の円筒土器上層式（Ⅲ

群a類)，天神山，萩ヶ岡2， 3式に相当するもの（Ⅲ群b 1類)，柏木川式，紅葉山式，萩ヶ岡4

式に相当するもの（Ⅲ群b－1類)，縄文時代後期中葉の手稲式に相当するもの（Ⅳ群b－2類)，鯆

澗式土器に相当する （Ⅳ群b－3類）が出土する。それらの土器の中では手稲式，糀澗式土器力ざ圧倒

的に多い。 また，縄文時代中期の土器は他のA･B･D地区にくらべ， 出土量が多い。土器は小破片

が多く ，風化，磨滅が著しい。遺構は検出されなかった。

C地区

西側にある湾曲部に囲まれた低湿部(C地区）では，霧しい数の土器，石器，木製品，繊維製品，

植物遺体，動物遣存体など（遺物量は調査区全体の約90％を占める）の遺物と作業場跡7か所，柵状

遺構lか所，配石3基，集石7か所，焼土89か所の遺構が検出された。土器は縄文時代早期から中期

末葉そして後期初頭，前葉の土器が出土しているが，後期中葉の土器が圧倒的に多い。遺構はすべて

後期中葉のものである。以下，層ごとにその調査結果について述べる。

V層：本層が形成された時期は台地縁辺部に沿って，川幅6m前後の川力ざ流れていた時期である。セ

ンクション図で判断するならばV層の上面力ざ河床であった可能性が強い。 この頃，低地にはハ

ンノキ，ヤナギからなる低湿地林力苛分布し， その林床にはキタヨシ， エゾアブラガヤ， ミゾソ

バ， アリノトウグサ等が生育していた。他方， 台地にはオニグルミ， ミズナラ，ハルニレを主

とした落葉広葉樹林力箭分布し， 日当りの良い場所にはオオイタドリ， ススキ， シダ類力罫群落を

なしていたらしい（山田悟郎，第一分冊P12～30)。

本層からは縄文時代早期から中期末葉の土器が出土するが量は多くない。縄文早期，前期は下

層， 中期末葉の土器が上層に多く出土することから考えると礫層にも時期的な差力ざあるかもし

れない。土器以外の遺物は石鑛2点，石斧2点のみで石製品，土製品，木製品，繊維製品，植

物遺体，動物遺存体は出土しなかった。遺構は検出されていない。
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Ⅳ層：この時期になると台地に接する低地に斜面からもたらされた堆積物の上に青灰色砂と有機質に

富んだ黒色腐植泥の互層が認められることから推測すると川は右岸側に移動したものと思われ

る。植生はV層とほぼ同じ様相を示すがキハダ， ウルシ， カエデ類がわずかに増加している。

8ラインの下位でソバ層の花粉が検出されているだけではなく ， 人里雑草として知られるアサ

ガオとナデシコ科の花粉も低率であるが出現する。

本層から縄文時代後期中葉の土器ｶﾐ出土してくる。Ⅳ層の下位の礫層の上面からⅣ群a－1

類（余市式など)，Ⅳ群a－2類（手稲砂山式に相当するもの)，Ⅳ群a－3類（入江式，大湯

式，大津式に相当するもの）が出土し， 中位の青灰砂からはⅣ群b－0類（白坂3式， ウサク

マイC式に相当するもの)，黒色腐植泥からはⅣ群b－2類(手稲式に相当するもの）の古いも

のと中頃のものとが出土する。石器は175点出土し, 8-2区, 9-2区で石槍，石斧，すり石，

たたき石，石皿， 台石，板状礫が集中する。それらの石器のうち，石槍は11-2-d区周辺に，

石斧，石皿は10-2区周辺にかたまって出土する傾向力罰認められる。木製品，繊維製品は258点

出土している。 目にとまることは建材ｶﾇその種類においてやや偏り力：見られることで柱以外に

桁，梁材・垂材・受け木・角材そして木組みがなく ， 巨木建材その他の大型建材がⅢc層に次

いで多いことである。その他では弓， 弓材が19点出土し， Ⅲc層， Ⅲd層に次いで多い。繊維

製品の出土例はきわめて少ない。

遺構は焼土2か所(F-45, F-46) ,集石（集石5) 1か所が検出されているのみである。

いずれも平面形は楕円形である。 F-46は小型の焼土で遺物は出土していないのに対してF－

45は，Ⅳb 2類（手稲式）の土器片2点と剥片1点とともにホッケ・カレイ・マス・ニシン・

ヒラメ・タラ･カサゴ類，海獣骨片， 貝皮， ｜､ リ （？）の骨なと．が検出されている （金子浩昌：

第四分冊p222～p288)。ただ焼土の時期は周辺の土器の出土状況からするとⅣ群b 0類(白

坂3， ウサクマイC式に相当するもの）の可能性も考えられる。集石5は8－1 b区南東部

34cm×18cm程の範囲に密集した状態で検出された。その周辺にはⅣb 2類（手稲式土器）

や石核などが出土している。

3文層） ：この時期は川が移動することによって，川の左岸側に台地に接する微高地力､形成されrd(3文層) :この時期は川が移動することによって，川の左岸側に台地に接する微高地力､形成され

た時期である。 この層は10～11ラインの湾曲部に形成された微高地の最上面に霧しい量の土器

が折り重なるように出土した。そのことからその出土面を特異なものとして取り扱い，他の層

と区別したものである。植生はⅣ層とほとんど変らない。 この層は主に薄い黒色腐植土によっ

て構成される。黒色腐植土中には，Ⅳ層b－2類土器（手稲式に相当するもの）の新しい段階

が多く出土し，Ⅳ群b－3類土器（糀澗式）直前の段階と考えられる。これらの土器は，流路

に関係なく斜面の等高線と直交する方向で接合関係が認められる。 この層だけでも相当数の復

元土器が完成されている。台地から焼土ととも廃棄された可能性力舗ある。石器は，生活用具と

しての礫石器（石冠．たたき石・石皿・台石・板状等）がⅢd, mc, 2rd (2文層）にくら

べてきわめて少ない。礫石器の分布はほとんどが9ラインから12ラインの問に限られる。

遺構は焼土が24か所検出されている。それ以外の遺構は検出されていない。 これらの焼土は，

F 19以外は東西に細長い楕円形をなし，断面がレンズ状を呈するものがほとんである。その

分布は小さな2つの湾曲部の西側と東側に別れるがいずれも台地斜面の傾斜に沿った状態で堆

積していた。 7ラインより西側と9～10ラインの舌状の張り出しの前方には分布していない。

各焼土からⅣ群b－2類土器力ざ出土するとともに， オロシガネ状土製品(F-77),黒曜石の原

石1点と剥片14点(F-78),珪質頁岩の剥片53点(F-81) ,石斧原材片とU･F力葡各1点(F-

Q
J
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88）などが伴う。 F-50を除く焼土からニシン・ヒラメ ・カレイ ・ホッケ・ウグイ ・マス・カ

サゴ類などの骨が検出されているが稀にカジキ・クマ・ トリなどの骨(F-42) もみられる。

木製品は， 弓1点，細長板2点，小型板8点，杭1点，割材・剥材4点，加工材2点， 自然木

5点，櫛1点，漆工品1点，朱漆塗紐状製品1点，ガンピ6点，すだれ状繊維製品1点出土し

ているが容器,建材がきわめて少ないことが目に付く。植物遺体力§この層に集中して出土する。

ハイイヌガヤ， オニグルミ， トチノキ， ミズナラ， コナラ， クリ，ヤマブドウ，サルナシ（コ

クワ)， キハダなどの種子とともにシソ，ホオズキ，ゴボウ，アブラナ科に属する種などの栽培

種力罰確認されている。そのうち，ハイイヌガヤ， オニグルマ， ミズナラ， クリ， トチトキなど

の堅果類は湾曲部内の舌状に張り出した地点を中心におよそ20m以内に分布する。

Ⅲd層：台地に連続する微高地(奥行き5m前後)沿いを流れていた川は調査区域外に移動(カット ・

オフ）したものと思われる（大丸裕武：第一分冊p38～45)。川が移動したことによって旧河道

跡が凹地地形となり， その凹地に黒泥・シルト ・砂などが，移動した川の増水・氾濫によって

運搬され堆積した層である。左岸側に傾斜する。川の増水・氾濫の繰り返しによって除々に凹

地は埋積されていったものと思われる。 9ラインの花粉分析試料採取地点では黒色腐植泥が堆

積する水溜りの状態であったらしい。古植生は, V･Ⅳ層とほぼ同様であるが上位に行くに従

い樹木花粉の出現化力:低くなり，代って草本花粉の比率力罫高くなる。増加している草本はヨモ

ギ属・キク亜科・タンポポ亜科と人里雑草または畑地雑草のアカザ科・ナデシコ科等で，森林

の伐採が行われていたことを示しているらしい。 ソバの花粉力笥10ラインNo.4地点の下位から検

出されている。なお，一時的にクリの花粉が出現しているのでクリは伐採されずに遺跡の周辺

に分布していたことがうかがえる。

土器は次に述べるⅢc層の土器とそれほど大きな差はないがⅣ群b－3類（糀澗式に相当す

るもの）の古い段階のものが多い。石器はⅢc層の石器組成はほとんど変らない。ただ石棒な

どの祭飾用具がまったく出土していない。生活用具としての石冠， たたき石，石皿， 台石，板

状礫はC地区のほぼ全域に分布する。木製品もⅢc層におけるその組成とさほど変らない。た

だ， その出土点数はⅢc層の810点に比べて359点と少ない。植物遺体の内容は3rd(3文層）

とほとんど変わらない。Ⅲd層出土の木製品は次に述べるⅢc層の木製品組成とそれほど大き

な変化は認められない。ただその出土量はⅢc層が810点出土しているのに対して本層は359点

と少ないこと， そして，装飾漆工品，漆膜片，朱漆塗紐状製品が出土していない点において異

なるだけである。

遺構は検出されていない。

Ⅲc層：Ⅲd層によって除々に埋積され浅〈なっていった凹地力罰台地斜面からの流出物と川の増水・

氾濫によってもたらされた黒泥・シルト ・砂などによって，平坦部を形成していく過程で形成

された層である。平坦部が形成されるまでは，浅くなった凹地は当時の人々によって一定の季

節に作業するうえで重要な場所となった可能性力:強い。森林の樹木構成は， Ⅲd層と大きな変

化は認められないが全般的に樹木は伐採等によって減少し，代ってヨモギ属， キク亜科， タン

ポポ亜科， アサガオ科， ナデシコ科， キンポウケ科， タテ科， セリ科等， 日当たりの良い場所

を好む草本が連続して出現し，淀んだ水溜りにはガマが増えるとともに幾分湿った場所を好む

イラクサ科やアリノトウグサ科， ツリフネソウ科の植物力罫増えるようである。

土器はⅣ群b－3類（糀澗式に相当するもの）の中頃のもの力ざ主体をなす。器種が最も豊富

である。ただ台地よりのⅢc層の下位からⅣ群b－3類の古いものが多く出土する。異形台付
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土器， 吊手付土器など特殊な器形をもった土器力葡集中する。 さらに赤色顔料，漆液， アスファ

ルトの付着した土器も多く出土する。木製品，繊維製品は，ほとんどが本層に集中していると

いって過言ではない。木製遺物･漆工品1,081点，ガンピ，繊維製品292点合計2,102点と全出土

点数(2,911点）の72%を占める。量が多いだけでなく種類も豊富である。弓などの狩猟具，た

も枠，やす，筌，浮子などの漁携具，木皿，鉢，片口，掬い具， ヨコヅチ，ザル， カゴ類，紐，

縄などの日常容器・用具類，石斧の柄， くさびなどの工具，柱，桁，梁，垂木，受け木，杭，

角材，板材などの建材， ヒキリ棒とヒキリ板とがセットになった発火具（高嶋幸男：第四分冊

p77～86),櫛などの装飾品（小林幸雄：第四分冊p44～55),弦楽器， 男根状木製品などの祭

祀品，編布などの敷物すだれ状繊維製品，その他の装飾漆工品，朱漆塗紐状製品，朱漆染？系，

ガンピ等多種多様である。それらの中でも建材の出土量の多さとその種類の豊富さは目を見張

るものがある。石器は各グリットから万遍なく出土している。出土点数は587点とⅡb層に次い

で多い。生活用具としてのたたき石（43点） ，石皿（23点） ， 台石（56点）は各層を通じて最

も多く出土している。植物遺体は3rd (三文層） とほとんど変らない。

遺構は柵状遺構lか所，作業場跡7か所，焼土13か所，集石4か所が検出されている。低湿

な浅い凹地に鶏しい数の土器，石器，木造遺物そして漆工品，動植遺体とともに木組・焼土等

が一定の範囲に広く分布していた。そのうち，特に遺構・遺物の集中する特徴的な面を「作業

場」として取り扱うことにした。 「作業場」として認定したものは7か所に認められた。 これら

のうち1号， 4号， 5号， 6号の各作業場跡は食物性食物加工を主とする作業場としての機能

をもち, 1号, 5号, 6号作業場跡には木組力、伴う。 2号作業場跡は，伴出する遺物の内容か

らすると動物解体や漁携関係の施設と思われる。 3号， 7号作業場跡については， その機能は

不明である。以上の作業場跡のうち, 1号, 2号, 7号には作業小屋が伴っている。 さらに1

号， 2号作業場跡に焼土が伴っているがその他の作業場跡には焼土が検出されなかった。これ

らの作業場跡とはやや異った出土状態を示した柵状遺構は作業小屋か物干棚のような施設でこ

れも食料加工に伴う一連の遺構と思われる。作業場跡から出する土器は内外面に炭化物が付着

する大形の深鉢が多い。柵状遺構と7か所の作業場跡は，層の堆積状態からとらえると， おお

よそ3段階の新旧関係が認められる。柵状遺構と3号作業場跡が最も古く ，次に西側に1号，

2号，東側に5号， 6号という隣接する2か所づつの作業場跡が古く 4号と7号の作業場跡が

最も新しい。Ⅲc層の時期に漆工品が多量に出土するのは，低湿部にある作場場の環境が漆膜

固化に適しているため，漆工作業を行なう場所として最適であっただけではなくその裏側には

専業に漆工に携わる者がいたことを暗示させる。

2文層) :mc層の最上面にあたる層で凹地が埋積され,ほぼ平坦化を見せはじめた最初の面でnd(2文層) :mc層の最上面にあたる層で凹地が埋積され,ほぼ平坦化を見せはじめた最初の面で

ある。調査の過程で大型石皿が発見されたことを契機として，生活面の存在を確認しえたので，

そのように呼称した。還元層と酸化層の境目に位置する。この時期は河川の氾濫による影響が

前の時期より少なくなり，平坦部は小流路によって寸断されることなく比較的安定した面を形

成していた。

土器はⅣ群b 3類（鮠澗式に相当するもの）の中頃のものが出土する。土器は表面が風化し

たものや鉄分が付着したものが多い。多くの一括土器は台地からやや離れた部分から出土し，

その接合関係も大きな移動は見られない。一括土器の周辺には大型の石皿， 台石， たたき石，

削器，掻器などの石器がかたまって分布する。木製品は炭化材や鉄分を吸着した大型の高師小

僧状でしか残存していない。このことは本層が酸化層になりつつあったことと関連すると思わ
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れる。 したがって， 明確な形で作業小屋，木組などをつかむこと力訂できなかったが，大型の石

皿が出土した地点を中心とした周辺はⅢc層中の作業場のような遺構が存在していた可能性が

強い。次に述べる焼土と集石とのつながりも無視しえない。

遺構は焼土11か所，集石2か所検出されている。 F-4, F-9, F-10は集石1, 2に関

連する焼土と考えられる。集石と焼土の周辺からは焼けた剥片が多く ，石皿，たたき石，削器，

掻器などの石器の他にクマ・カレイなどの骨も出土している。 この層における焼土出土の動物

遣存体の特徴は，ニシン･マスなどの骨片の他に海獣骨片が検出される割合力罫多いことである。

Ⅲb層：この時期は， 凹地が埋積され平坦部の形成が確立された時期である。台地に接する微高地が

右岸側にひろ力ぎりを見せ， 川の増水・氾濫の影響は少なくなり，斜面からの土砂流出などによ

る堆積が見えはじめてくる。酸化層である。花粉分析の結果によると10ラインNol地点は離水

し乾燥化が始まるが同ラインの河川側ではまだ水溜りの状態力ざあったらしい。植生はほほ前の

時期と同じである。 10ラインNO2地点と9ラインでソバの花粉がわずかであるが検出されてい

る。土器は，Ⅳ群b 3類（統澗式に相当するもの）の新しいもの力訂出土する。木製品等は酸

化層という条件によるためかその出土点数は22点ときわめて少ない。そのうち自然木（15点）

を除くと建材（大型角材，板加工製品，杭各1点） とガンピ（4点）が残存しているのみであ

る。

石器は，生活用具としてのたたき石，石皿，板状礫力§各1点ときわめて少ない。台石はない。

その分布は12-3区に多い。 さらに，石捧玉類，石製品が全く出土していない。

遺構は，配石が2基（配石2， 3）検出されたのみである。配石はケルン状に積み重ねたも

のではなく ，地面に楕円礫を敷き並べたもので配石を構成する礫は火を受けている例力罰多い。

配石の中心部に礫の分布が少ないという特徴をもつ。そして配石には土器，石器が伴う。土器

は砕けた状態で出土する。

Ⅲa層：台地に接する微高地力:さらに右岸側にのびていった時期である。微高地は右岸側にゆるやか

に傾斜する。台地寄りでは斜面からもたらされた土砂が堆積し，右岸寄りでは川の氾濫・増水

によって運搬された黒泥・シルトが堆積する。酸化層である。花粉分析の結果では, 10ライン

NO2地点も離水し乾燥地になったが, No.3地点では水溜りの状態であったらしい。植生はⅢc

層とほぼ同じである。

土器は，Ⅳ群b－3類（鯆澗式に相当するもの）の新しい部分が出土する。土器は風化し，磨

滅が著しく ，小破片のものが多い。表面には鉄分が厚く付着するものが多い。土器の接合関係

をみると大きく移動した痕跡は認められない｡土器の分布は,10～12グリッドの湾曲部と5～7

グリット付近に別れている。石器は， Ⅲb層に比べて生活用具としてのたたき石（9点)，石皿

（12点） ， 台石(16点),板状礫(6点）の出土量が多い。木製品等は， Ⅲb層と同様にきわめ

て少ない。 自然木（13点） を除くと加工材・炭化材，割材・剥材等各1点， 弓2点，浮子1点，

容器1点，櫛1点， ガンピ9点である。

遺構は，配石1基，焼土25か所，集石lか所検出されている。配石lは，長径1Ocm～15cmの

偏平な楕円礫によって構成される。礫の20%は火を受けている。礫の分布は中心部が疎で， そ

の周辺が密である。焼土は， ほとんどが本層の上面で確認された。舌状の張り出しを境に西側

と東側にわかれて分布する。平面形はほぼ円形か楕円形のものが多く ，平均して断面が薄いも

のが多い。西側で検出された焼土群は，配石1を取り巻くように分布する。焼土群から出土す

る動物遣存体はニシン・ヒラメ・タラなどの魚骨，海獣骨片，陸獣骨片が検出されている。 F－
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80では剥片が43点出土しているが焼けているものが多い。集石6は，長さ3.5cm～6.6cm,=

さ409～1579の礫21点がかたまって検出されたものである。この時期に配石が出現してくると

ともに祭祀的な色彩の強い遺物が他の層にくらべて多い。例えば，異形器がふえていること，

さらに土偶が出土していること力訂あげられる。

Ⅱb'層：Ⅲa層が形成された時期以後に形成された流路に堆積した層と思われる。 12， 13ラインでは

台地寄りを流れていたが9～11ラインでは調査区の北端を平行して流れ, 8ラインから川幅も

広くなり北側にカーブする。土器の分布も流路に沿って分布する。

Ⅳ群c－類（堂林式に相当するもの） とⅣ群b－4類（統澗式に相当するもの）が混在して出

土する。遺構は検出されていない。

Ⅱb層：台地斜面からもたらされた土砂などによって， 台地寄りの微高地と台地縁辺部の比高差がな

くなってきた時期である。花粉分析の結果によると遺跡のほぼ全域が離水して乾燥化する。 こ

の時期になると腐植質土壌の堆積が始まり土地環境は安定し，増水しても砂礫が堆積するほど

冠水することはなくなった。植生はⅢc層と同じである。

土器は，Ⅳ群b－4類（統澗式の新しい段階に相当するもの） とⅣ群c－1類（堂林式に相当

するもの）が出土する。石器は，石雛が各層を通じて最も多い。 11－1区に主に分布する。た

たき石，石皿台石，板状礫もその分布に重なる。

遺構は，焼土14か所で検出されただけである。焼土は本層の中位で確認されている。 この焼

土面によって， 層を2つに分けることができるかもしれない。下層からⅣ層b－4類，上層か

らⅣ群c－1類力葡出土する。各焼土からはⅣ群b－4類が出土。動物遣存体は，陸獣骨，海獣

骨が多く魚骨が減少する傾向が認められる。

Ⅱa層：この時期になると腐植質土雲の堆積力ず活発になる。後世の撹乱によってほとんど遺物包含層

は残っていない。縄文時代晩期，続縄文，擦文文化期の土器が少量出土している。遺構は検出

されなかった。

D地区

v層：台地縁辺部沿いに流れていた種吉沢川の河床礫である。縄文時代早期から晩期の土器および擦

文文化期の土器が，礫と礫の間の隙間から出土している。その中でも後期中葉の土器が最も多

い。ほとんどの土器力ざローリングによる磨滅が著しい。鉄分も厚く付着する。礫層をすべて掘

り抜いていないので不明な点が多いが，河床礫にも時間的な差がありそうである。石器は223点

出土しているがその中でも削・掻器, R･F, U･Fが多い。

Ⅳ層：台地斜面下の低地に堆積する層である。低地の奥行きはきわめて狭い。土器は，後期中葉の土

器である。層中に黒色バンドが認められるので， その場所を利用した可能性は残っている。

遺構は検出されていない。

Ⅲ層：旧河道跡に堆積した層である。川はこの時期には右岸側（調査区外） に移動したと思われる。

Ⅲ層の上層からはⅣ群c－1類（堂林式に相当するもの）が，下層からは後期中葉の土器が出

土する。後期中葉の土器は，河床の皿状の窪地に分布するもの力罫多い。遺構は検出されていな

い。

Ⅱ層：川が右岸に移動して安定した時期で腐植質土壌力烹堆積しはじめる。縄文時代晩期，擦文文化期

の土器力ざ出土する。遺構は検出されていない。
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2)C地区における層と微地形の形成過程

C地区の層序は，次に述べるように特殊な微地形に左右されて形成されたものである。

まず，種吉沢川の側方侵食によって形成された湾曲部は， その内部がさらに舌状の張り出しによっ

て2つに区切られる。区切られた東西の小湾曲部は台地斜面から流れ出す小沢の開口部となる。また，

湾曲部内の8 トレンチの断面図（図Ⅳ 8）から判断すると， Ⅵ層最上面に幅12m前後のテラスが台

地縁辺部の湾曲に沿って形成されている。 これらの地形的条件が層の堆積に複雑さをもたらしたと思

われる。 C地区の場合， Ⅲa層からⅢdまでは，黒色腐植泥と黒色バンドの互層力罰連続して堆積して

いる。Ⅲa, mb層になるとその色調が変化しているのは，地下水位の影響による。 ところで， Ⅲc

層とⅢd層は，見た目は整合な関係を示しているように見える。 しかし， Ⅲc層の黒色腐植泥は炭を

まじえ，黒味が強いのに対してⅢd層の黒色腐植泥は，黒味力罰薄〈炭をまじえず所々に斑紋（砂の多

い部分） 力苛認められ，明らかにその性質が異なること力ご判明した。 この事実を手がかりとして，層の

堆積過程を堆論することが可能になった。

C地区におけるⅢ。層とⅢa, mb, mc層は，次のような特徴をもっている。Ⅲd層は，左岸に

向って傾斜を見せ，調査区中央で尖減するに対して， Ⅲa～Ⅲc層はそれとは逆に右岸に向って傾斜

し，調査区ほぼ中央で尖減する。Ⅲd層は，黒色腐植泥と青灰色砂の互層で， Ⅲa～Ⅲc層は，黒色

腐植泥と黒色バントの互層である。後者の黒色腐植泥は，そのなかに多量の炭化片と径3nｿ市前後の腐

巧化した亜角礫を含んでいること， そして右岸に向って傾斜を見せていることから台地斜面からもた

らされた堆積物と判断した。また, ma, mbを構成する黄榿色シルト質壌土は，含まれている物(炭

化片・亜角礫）からⅢc層と同じ性質のものという結論に達した。色調と土の堅密度の相違は，地下

水位の変化によるものと判断した。黒色バンドは，幅が一定していること， さらに土器片が「面上の

分布」を示したり，焼土が分布することから「旧地表面」 ととらえた。つまり，斜面流出物（二次堆

積物）の堆積力:一時中断した後，植生が生い茂り， その場所が生活に利用された結果の反映と理解し

た。なお， Ⅲc層中の黒色腐植泥あるいはⅢa, mb層中のシルト質壌土のなかにも土器片が「面上

の分布」 （林1973)を示すものが確認されている。 このことは「旧地表面」が腐植化の進まないうちに

斜面流出物が堆積した結果，土層断面に現われなかったものと解釈している。

Ⅲd層の黒色腐植泥は，前に述べたように炭化片，亜角礫を含まず幅力蔀一定していないこと， さら

に左岸に向って傾斜していることから考えて， 川によってもたらされた堆積物と判断した。青灰色砂

も同様のものとした。ただ，一枚の黒色腐植泥と青灰色砂が堆積ユニットを形成するのかと、うかは不

明である。

以上のようなことから， Ⅲd層はⅢc層より古く ，Ⅳ層はⅢc層より古いこと力訂明らかである。Ⅳ

層とⅢd層との新旧関係は，左岸台地側でⅣ層の上に直接Ⅲc層が堆積して明らかではなかったが調

査区北隅のⅣ層の出土土器と台地左岸に堆積するⅣ層の出土土器と力§同じであったため，最終的にⅣ

層はⅢd層より古いと判断した。Ⅲb層は, mc, md層より新しくⅢaより古い。ⅢaはⅡb'層よ

り古< , Ib層はⅡb'より新しくⅡa層より古いという関係を示す。ただある層において，小規模な

がら流路跡が認められ，層が局部的に擾乱を受けていることがあることを付け加えておく。

次に, D地区の層とのかかわりについて述べる。D地区では, C地区のⅢa層～Ⅲc層（斜面流出

物） とⅢd層（河成堆積物）に相当するものが堆積していないことは，前に述べた。そのことはV層

の上面（当時の河床）から縄文前期， 中期の土器とともにC地区Ⅲa層からⅣ層出土土器と同じ型式

の土器が混在して出土することと関連する。すなわち，Ⅳ層からⅢa層の時期にかけて, D地区にお
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いては，種吉沢川が台地左岸寄りを変動なく流れていたこと力欝, C地区の士層堆積とは大きく異なっ

た堆積をもたらした要因であろう。勿論, D地区の場合， 台地と河岸の比高力寸C地区のそれとは異な

って著しく高いこともあげられる。いずれにしてもD地区がC地区と堆積環境が大きく異なったため，

微高地が形成されなかったといえる。従って， 出土遺物の量と出方に大きな差力罫生じたものと思われ

る。特徴なこととしてD地区の出土土器は大部分水磨を受けていることと，完形土器が少ないことが

あげられる。

最後に，斜面流出物（Ⅲa～Ⅲc層中の黒色腐植泥） と河成堆積物（Ⅲd層） 力罰もたらされた要因

について述べる。斜面流出物力罫Ⅲc層の時期（土器形式でいえば純澗式土器）に集中するのはなぜか

ということである。その要因を考えるうえでひとつの手がかりとなるのは，炭化片である。花粉分析

の結果では，異常に多いらしい。 このことは森林伐採後，森を焼き払っている可能性を示唆する。 こ

のような森林環境破壊の結果，大雨が降った際に土壌流出の条件が左岸台地小崖で整ったものと思わ

れる。他方， 川においても冷涼多雨化という気候条件に加え，森林が伐採され保水力が衰退するとい

う要素も加わ') ， 川の氾濫が縄文時代後期に集中したものと思われる。

3）形成された微地形の利用について

上記で述べたように川の増水・氾濫，斜面からもたらされた流出物などによってC地区の同じ場所

がある時は川であったり， またある時期は微高地あるいは微低地（凹地）であったりした。 このよう

に時期によって地形力ざ変化していったのに対して， 当時の人々はその場所をどのように利用していっ

たのであろうか。その点にふれてみたい。

V層の時期は台地縁辺部に沿って川が流れていた。 したがって， 川の傍は作業するうえで良好な場

所ではなかったと思われる。Ⅳ層の時期は側方侵食を繰り返していた川は調査区外にカット ・オフし

たことによってC地区は氾濫原となり， 旧河道跡は凹地となっていた。そこにカット ・オフした河の

氾濫によって運搬された物質が氾濫原に堆積し，河床より高くなる。その堆積物の上に雨などが降る

と斜面から土砂が流れ込み， 台地寄りの地表に堆積し，微高地が形成される。 この時期（Ⅳ群b－2

類）にこの氾濫原が利用された。ただ繊維製品がきわめて少なく建材に偏りが見られることから判断

すると積極的に生活の場として利用しなかったと思われる。その後， 川はまたC地区の中央に舞い戻

ってきた可能性が強い。舞い戻ってきた川によって北側に堆積するⅣ層が侵食される。そのことによ

って3rd(3文層）の時期は土地利用の空間力ざ狭ばまれる。この時期は土器の接合関係から推し量る

と， 台地から微高地にむけて土器を捨てていることがうか力§える。 したがって， この時期においては

この空間は主に廃棄場として利用された可能性が強い。

Ⅲd層の時期になると， また川は調査区外に移動し， 旧河道跡が凹地となる。その凹地は，移動し

た川の氾濫などによって埋積され除々に浅い凹地（微低地） となる。 この時期には作業場跡は検出さ

れていないので， 凹地は利用されなかったと推定される。

Ⅲc層の時期になると凹地は浅くなり微高地から微低地にかけての空間は作業するうえで格好の場

所となった可能性力ざ強い°柵状遺構作業場跡が検出され，季節的に作業する場所として積極的に利

用された。

2nd (2文層）の時期になると微低地が斜面からの流出物と川と増水･氾濫作用によって運搬され

た黒泥・シルト ・砂によって埋積され，平坦部が形成される。すなわち， 台地に接する微高地がゆる

やかな傾斜を見せながら右岸にその先端をのばしていった。その先端部には凹地があったものと思わ

れる。 この時期は，木製品などは腐植して余り残っていなかったが，炭化した建材，大型の石皿の存

312



在からするとⅢc層と同じ様に平坦部を作業場として使われた可能性が大きい。

Ⅲb層の時期になると台地縁辺部とそれに接する微高地の比高差が縮まり段差がなくなった。平坦

部は調査区の北端まで及んでいったがその隅では凹地はまだ残っていた。その地形の変化に伴い， 台
地から連続する平坦部に配石（配石l),竪穴住居(H-3)がつくられるようになる。H－3は台地

の遺構の項で述べているように， 台地縁辺部と微高地が接する境に位置する。どの層と対応するのか

は明瞭につかむことができなかったが，床面出土の土器から推し量るとⅢb層ないしⅢc層と思われ
る。

Ⅲa層の時期はⅢb層と同じ状況を示していたと思われる。

Ⅱb層の時期になると川の影響はほとんどなくなり，腐植質土壌の堆積力ざ活発になる。この時期に

は焼土群は検出されるが配石・竪穴住居跡は検出されていない。

以上述べてきたことをふり返ると， Ⅲc層から2rd(2文層）を介して， Ⅲb層に推移する過程で

大きな変化が認められるようである。 この事実が何を意味するかは不明である。ただ花粉分析の結果

で，森林を構成する樹木組成に大きな変化は認められないにもかかわらず樹木の絶対量がⅢd層から

次第に減少を始め， Ⅲc層で樹木花粉の出現比力;50%を割り， そしてⅢb層になるとソバの花粉が減
少し， Ⅲa層では検出されなくなっている。

なお, C地区ではⅣ層からⅡb層にかけて地形の変化に伴い土地利用の仕方を変えていったのに対

して, D地区ではその間は台地や傍を川が流れていたためC地区に比べ，作業するうえで良好な空間

が形成されなかった。そのことがD地区に作業場跡のような遺構が作られなかったものと思われる。

D地区でC地区のように黒色腐植土あるいは黒色腐植泥が顕著に堆積していないことがそのことを物

語っている。ただD地区もⅣ層の時期に川が移動し氾濫原が形成されたことは遺物の出方から推測す

ることができる。その後舞い戻った川によってⅣ層の大部分は侵食され台地のヘリにしか堆積しなか

ったと思われる。

4）台地の遺構と氾濫原の遺構との関連について

氾濫原に形成された微高地と微低地が作業場跡として利用されていた時期， 台地で検出された遺構

とのかかわり， そして当遺跡の背後にある国指定忍路環状列石との関連について述べることとする。

台地上で検出された遺構の時期今回の調査結果では台地のA,地区で住居跡4軒，土擴6基，巨木

柱穴7基，焼土2か所の遺構が検出されたのみで他の地区からの出土例はない。 これらの遺構はその

周辺の遺物と低湿部における遺物出土状況を考え合せると縄文時代後期に属すると思われる。

H－3は床面出土の土器, H 1は住居の形態，覆土の出土土器から糀澗式期の住居跡と考えるこ

とができる。H－2は周溝をもつことからすると縄文中期末から後期前葉にかけての住居跡と推定す

ることができる。H－0については，その時期は不明である。巨木柱穴は巨木柱穴－2，－3，－5，－

6がセットになって，方形の区画を呈する建物跡と思われる。他のものについてはその規則性力訂認め

られなかった。方形に並ぶ例は千歳市末広遺跡（千歳市教育委員会1981 : 129)で検出されており，周

辺出土遺物と遺構からとらえると鯆澗式期に属するものである。当遺跡のそれもこの時期に造られた

ものと推察される。土擴，焼土については低湿部の出土遺物のかかわりで判断すると，手稲式期から

鰄澗式期のものと考えられる。

ところで,これらの遺構の南東方向約120mのところにある忍路環状列石の時期はいつ頃のものと考

えたらよいであろうか。

忍路環状列石の位置づけ忍路環状列石はその時期を決定する共伴遺物は得られていないので現時
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点では北海道における縄文時代後期の墓制の変遷のなかに位置づけて， その時期を推定する方法が有
効である。美沢川流域の遺跡群の調査及び矢吹俊男氏などの分析などの成果にもとづいて， その変遷

を跡づけると次のようになる。

北海道では東北地方とは異なり，後期初頭，前葉の墓制はいまいち不明な部分力寸多い。東北地方で

は前葉に大湯で万座，野中堂環状列石が出現する。最近の調査成果（鹿角市教育委員会1989）による

と， その前段に配石をもつ土擴が弧状に並ぶこと力笥明らかになってきている。 これには立石をもつタ
イプ．あるいは日時計型のものは見られない。 これ以後に配石が環状にめぐり，万座，野中堂のような

環状列石が形成される。北海道では， これらの時期に対応する遺構としては知内町場の里l遺跡，木
古内町新道4遺跡，戸井町姥子川A遺跡など道南地方で検出されているが， いずれも万座，野中堂の

ように内帯，外帯をもった規模の大きい環状列石は今の所発見されていない。中葉になると北海道で

はその墓制が明確になってくる。

船泊上層式期では配石に立石をもつものともたないもの力ざあり，石の配置に規則制がうかがわれな

いこと， そして土壌の形態も不整形なものが多い。遺構の配列は不明である。この時期の墓は主に日

本海沿岸地帯に分布が限られるようである。

手稲式期になると，美沢川流域の美々4遺跡，吉井の沢遺跡，音江環状列石などのように， 日本海

沿岸だけではなく石狩低地帯にまでその分布力苛及ぶ。美々4遺跡（北海道埋蔵文化財センター1984 :

53～142)では6群にわけた土擴墓群のうち1群, 2群, 3群, 4群, 5群がこの時期に属するものと

思われる。 これらの特徴は墓群の周囲， あるいは個々の土壌の上部に配石がないことである。墓は5

基前後が群をなし，列状あるいは塊状を形成する。墓ｶﾀ密に分布する中心はわずかに掘り窪められた

痕跡が認められる。音江環状列石北側などの例は土擴の内部あるいは周囲に大型の石を並べ， その内

側に小さな河原石を積むもので， なかには立石をもつものがあるらしい。その配列は10基が列状に並

a－Eo

糀澗式期の墓は，先に述べた美々4遺跡の6群と呼称された土擴群力娑これに当る。 6群は「17個の

土壌をとり囲む環状の高まりを伴い， 中央の墓が特別に意識されている」墓が出現してくる。中央部

の墓X-817では擴口周辺を取り囲むように10点の礫が置き並べられている （立石ではない)。 この墓

を中心にして分布する土壌墓群は「円形に範囲を画し， その部分にはわずかな掘り込みを伴った整地

がなされ，排土力N周囲に置かれた」なかにある。 ところで中央の墓を特別に意識した例は忍路地鎮山

環状列石， 日吉， 白尻遺跡などで検出された配石遺構にみられる。忍路地鎮山環状列石は一基の墓を

立石によって環状に取り囲んだもので（長径10m短径8m)擴口と擴底には偏平な石を敷き並べてい

る(駒井1959)。上部施設の形態は美々4遺跡の6群と異なるが，特定の墓を特別に意識していること

がうかがわれる点では同一性をもっている。その点から考えると忍路地鎮山環状列石の場合も後者と

同じように環状に並ぶ立石の外側に墓の存在を想定すること力§可能である。 この時期の墓は全道域に

分布する可能性が強い。

後葉になると，今まで前葉中葉にかけて配石遺構力罰密に分布していた道南地方， 日本海沿岸一帯

ではこの時期の墓は今のところ明らかになっていない。堂林式期では道央の美沢川流域，千歳川流域

を中心にして環状土離あるいは周堤墓と呼ばれる特徴的な共同墓地が出現してくる。 しかし， その分

布は石狩低地帯以北に限られるようである。そして三ヅ谷式期になると周堤墓から環状溝墓(周溝墓）

へと推移していく （矢吹1981)。今のところ環状溝墓の分布は美沢川流域，千歳川流域に限られる。

このように見てくるならば北海道においては，道南部では主に前葉の墓日本海沿岸一帯では中葉

の墓石狩低地帯以北では中葉から後葉にかけての墓が分布するようである。 このような現象のなか
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で重要なことは後期中葉の統澗式期に区画墓と呼ばれる遺構が出現してくることである｡区画墓とは，

「造成された空間を作出し， その空間をより明確にするために石・木・土堤などで区画をする墓制の

こと」 （矢吹1985a), 「竪穴や溝で墓域を形成し，そこに単独あるいは複数の埋葬が行われる墳墓様式」

（青柳1984） と定義されている。 しかし， この現象の背後にあるのは特別に意識された人物が集落の

内部に生みだされたものとしてとらえるべきことと思われる。 こういう流れのなかに，忍路環状列石

を位置づけるならば次の理由から餓澗式期に構築された可能性がもっとも強い。

忍路環状列石は， その規模は南北33m,東西22mで緩斜面の高い方を削平して低い方にその削った

土を盛って平坦面を造成し，中央に環状にめぐると思われる立石が数基認められ，外周は高さ1m前

後の立石が30～60cmの間隔で環状にめぐる。その内部については阿部正己氏が旧地主の白井新三郎氏

から聞き取り調査を行なった報告（阿部1919 : 26)によると 「サークル内，時々，小発掘を試みられ

たるも何等の物品も出でず只地下約三尺の所よりむ石が無数に出でたるのみで」であったらしい。以

上のことから,忍路環状列石は,)北海道の後期前葉において大湯に見られるような規模の大きい環状列

石はみられないこと， 2)後期中葉の手稲式期では区画墓として体裁をまだ整えていないこと， そして3）

白井氏の話のなかの土壌は中央に環状にめぐる立石の内側の土擴と推定出来，忍路地鎮山環状列石の

墓と同じ形態をもつので後期中葉の鯆澗式期に構築された可能性が強いと思われる。

氾濫原と台地上の遺構とのかかわりについて－集落構成にかかわる問題一

台地上(A1地区）に周溝をもつ住居跡が構築された時期（縄文中期末から後期前葉）には種吉沢川

が台地縁辺部に沿って流れていた｡氾濫原ではv層上面でこの時期の土器力欝出土しているのみである。

この時期の建物跡あるいは墓などは検出されていない。なお，道南の木古内町新道4遺跡（北海道埋

蔵文化財センター1988 : 632)では, B地区からC, G地区にかけて広範囲な平坦部があり， その周囲

に弧状に形成された盛土力:発見されている｡平坦面には径lm深さ1m前後の巨大な柱穴状のピット

カざサークル状に並んでおり，盛土の背後に周溝をもつ住居跡力罫検出されている。墓は住居跡の北側に

分布する。配石はもたない。なお， このような事例があるので，忍路土場遺跡出土の周溝をもつ住居

跡， 巨木柱穴が一連の関連をもち， それら力ざ忍路環状列石と密接な関連をもつと考えたが先の理由に

より前葉ではなく ， それを中葉に位置づけた。

後期中葉の船泊上層式期の遺構は台地上および氾濫原で検出されていない。氾濫原におけるv層上

面で土器が出土したのみである。 この氾濫原においてはⅣ層から3rd(手稲式期）にかけて， 台地縁

辺部に接して微高地が形成され， そこが廃棄場として利用される。 この時期に伴う住居跡，墓は検出

されていないので集落の構成は不明である。ただ他地方の遺跡などでも， この時期になると氾濫原の

低湿部で遺構這物が検出される例が多くなる。例えば先に述べた美々4遺跡は美沢川の左岸にあり，

標高約25mの台地上とそれに続く南斜面および美沢川岸の低い段丘上に及ぶが昭和51年度の調査で常

時冠水状態にある氾濫原にまでその範囲が広がっていることが明らかになった。特にその氾濫原では

多量の土器片とともに木製品，石器，骨角器などが出土し，土器は堂林式土器に相当する土器群が圧

倒的に多く ，次に手稲式，入江式に相当する土器群が同程度出土している。重要なことは氾濫原にお

ける調査区西側の平坦部のⅡ黒層上部でいくつかの焼土ブロックがあったほか「草本植物の茎を集積

した住居構造材の一部（屋根，床あるいは壁の可能性がある） と思われるもの」が出土したといわれ

ている(北海道教育委貝会1979 : 13～14)。 この構造材は，入江式，手稲式，堂林式のいずれかに伴う

ものである。標高10m前後の低い段丘上では，手稲式期の住居跡力罫10数軒検出され， 台地上（標高24

m前後）およびその斜面には先に述べた手稲式期から糀澗式期にかけての土擴墓群，堂林式期の環状

土雛など力§分布する。 このように台地から斜面（墓)，低平地（竪穴住居)，氾濫原（廃棄場あるいは
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作業場？）にかけて分布するあり方（帯状の集落配置とでも呼べるもの）は手稲式期にそのベースが

つくられた可能性が強い。そして「帯状」の集落配置は鯆澗式期にまで引き続き受け継がれたものと

思われる。

Ⅲd層からⅢc層（鰄澗式期前半）にかけては， 台地に接する微高地の前方に川カゴカッ |､オフする

ことによって形成された微低地が作業場（作業小屋も建てられる） として使われるとともに，三笠山

山麓緩斜面の遷移面に環状列石（共同墓地）がつくられる。竪穴住居および掘立柱建物などは， その

東方に広がる緩斜面と台地縁辺部(A1地区）に分布し，環状列石とA2地区の間には住居跡は分布して

いたかどうかは不明であるがその地区より東側の斜面には明らかに竪穴住居跡はない。 このように環

状列石を中心にして住居跡，建物跡が環状にめぐる集落構成をとらない点に注意を払う必要がある。

この時期は縦澗式期における集落構成のベースカ：形づくられたものと思われる。

Ⅲb層からⅢa層（鯆澗式期中頃）にかけては，微低地が川の氾濫堆積物によって埋積され台地か

ら連続する平坦面が形成されるとそこが乾燥化が進み台地の環境と変らなくなった。地形の変化に関

連して平坦面に竪穴住居が造られるだけではなく配石も出現する。配石の直下には土擴は検出されな

かったことからすると墓の可能性は薄い。ただこの時期に竪穴住居および祭祀的色彩の濃い配石など

が氾濫原上の微高地にまで及んでいることは糀澗式期前半に形成された集落に変動力罰あった可能性が
､ ~》~『や 、 ~つ

うか刀､えわ。

Ⅱb層～Ⅱb層下層（糀澗式期後半） になると台地に接する微高地は川の影響を受けなくなる。焼

土などのみで他の遺構は検出されなかったので集落構成は不明である。

Ⅱb層上層（堂林式期）になると微高地の表層は除々に黒色腐植土が発達していったにもかかわら

ず，下層出土の土器に較べてその出土数は少なく ，堂林式土器に伴う竪穴住居跡，環状土雛は検出さ

れなかった。この時期に石狩低地帯以北で環状土雛が隆盛していたことと対比させるならばきわだっ

た特徴をなす。

5）生業について－特に農耕について－

次には手稲期から糀澗期にかけて営まれた集落の生計を支えていた生業に焦点をあててその問題点

を述べる。当遺跡では低湿性という堆積環境にめく、まれ，植物遺体が豊富に検出されるとともに焼土

中の焼骨片から動物遺存体が検出されたことによって当初の生業についてある程度の推測をまじえな

がらひとつの考えを出すことができる。

検出された動物遣存体・植物遣存体はすべて縄文時代後期中葉のものである。その同定結果，動物

遣存体としては甲殼類（フジツボ類)， 貝類（力ワシンジュガイ， イシガイ， ビノスガイ)，魚類（ニ

シン， カレイ科の一種， ヒラメ， カサゴ類， ホッケ， タラ，サケ属， ネズミザメ， メジロザメ科，サ

バ， ウグイ)，鳥類（ガンカモ科の一種， ワシ類， ウミガラス属， スズメ目各種)，陸獣類（ユキウサ

ギ，エゾカチネズミ， ドブネズミ， イヌ， キタキツネ，エゾタヌキ， ヒグマ，エゾクロテン)，海獣類

（アシカ類）などが明らかとなった。

魚類の構成からいえば藺島海岸の砂質と忍路湾の岩礁地帯を漁携活動の主要な場としていたこと力罫

うかがえる。特に，種吉沢川での河川漁はウグイ，サケ属しか検出されなかったことからすると沿岸

漁に対して相対的に低い位置しか与えられなかったのかもしれない。単一種としてニシンが最も多く

出土しているのにくらべてサケ属の骨はきわめて少ないという特徴をもっている。あるいはその事実

は種吉沢川にはサケ，マスがそれほど遡上しなかったことを意味しているのかもしれない。第2の特

徴としてあげられることは，陸獣に関してイノシシの骨力ご検出されなかったことである。道南の新道

’
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4遺跡においては，縄文後期前葉からすでにイノシシの骨は検出されていることからするならば奇異

なことである。次に述べるクマの出土例の特異性を好対照をなしている。 クマの遺骸はごく少ない歯

と四肢骨でそのうち特に中手， 中足骨と指趾骨が多く出土し一遺跡としては異例なあり方を示してい

るらしい。

他方，植物遣存体はハイイヌガヤ， クルミ， トチトキ， ミズナラ， クリ，ヤマブドウ，サルナシ，

キハダ，ハシバミなどの種子とともにミソ， ホウズキ， ゴボウ， アブラナ類の栽培種そしてソバの花

粉が検出された。 これらの種子はⅣ層からⅡb層にかけて（手稲式期から糀澗式期にかけて）出土し

たものである。それらの中でミズナラはハイイヌガヤやクルミにくらべるとその出土量は少ないが食

料として利用されていたことは確かである。ただその出土量が少ないのは，調理において独特な処理

の仕方によるらしい。 トチノキの実は， アク抜きをして食料として利用していた可能性がきわめて高

いこと， クリの実が他の堅果類に比して少ないこと， このことは花粉分析の結果，樹木の伐採が盛ん

に行なわれていたⅢd, mc層でクリの木が伐採から免れていたことから考えると量が少ないのは奇

妙な感じを与える。

以上の事実からすると栽培作物の種子を除くと当遺跡を残した人々は東日本の縄文文化の発展を支

えたといわれている狩猟，漁携，植物採集（竪果類の集約的利用） となんら変らない生業の組み合せ

をもっていたといえる。 しかし当遺跡で検出された栽培作物の種子，花粉(シソ， ゴボウ， ホウズキ，

アブ、ラナ類， ソバ） をどう評価したらよいのか疑問が残るところである。だ力討， それについては花粉

分析を行なった山田悟郎氏によると当遺跡の近くでソバの栽培を行なっていたことが示唆されること，

また木製容器の分析を行なった山田昌久氏は「弥生時代の始まりの時期に長方形四脚皿形木製容器力：

稲作技術とセットになった調理技術を示す物質文化のひとつとして北九州の地に伝えられた同様に縄

文時代後期に北海道・東北にもたらされた長方形四脚木皿（片口付き船形木皿も可能性はある） も，

何らかの役割を担った道具であったと推測される」 と述べている。 これらのことから考えると主に縄

文後期中葉の時期に営まれた当遺跡で｢稲作以前の農耕」 （佐々木1971)が行われていた可能性が高い

といえる。そのような可能性を考えた場合に稲作以前の農耕が生業のなかでどういう役割をもってい

たのかが問題になる。例えば安田喜憲氏は，西日本の照葉樹林帯における農業への強い指向（その理

由として照葉樹林を火入れによって破壊して二次林的な雑木林を作ったとしてもすぐにもとの照葉樹

林力:回復することをあげている） と， それに対して東日本のナラ林帯では火入れなどによって二次林

的性格の強いナラクリ ・ トチ林なと．の林を作り出し， それを長期にわたって維持，管理することによ

って集約的堅果類の利用体系をつくりあげていたこと， そして気候の冷涼なナラ林帯では堅果類の半

栽培は原始的な農耕よりもその風土的特徴に適合していたと述べている(安田喜憲1988 ： 57～60)。そ

の場合堅果類の半栽培で充分生活が安定したにもかかわらずなぜ当遺跡で後期中葉の頃に原始的農耕

をとり入れる必要があったのかという疑問はさておいて集約的な堅果類の利用体系の基礎のうえに農

耕が新たに加わることによって生活基盤が安定したこと力罰推測される。このような背景のうえに糀澗

式期に忍路環状列石が生みだされたと考えることも可能である。ただⅢc層からⅡb層下層にかけて

隆盛した糀澗式期の集落はⅡb層上層（堂林式期）になると引き継いて形成された痕跡は認められな

い。実際，石狩低地帯以北で発達した環状土離そして住居跡は検出されていない。 またⅢa層になる

とソバの花粉が検出されなくなる。

他方，美沢川流域の美々4遺跡では堂林式期になると環状土雛が隆盛してくるだけではなく動物遣

存体，植物遺体において当遺跡と異なった内容を示している(北海道教育委員会1979 ： 43～60)。動物

遺存体においてヒラメ， オヒョウ（？）， ウグイ， シロザケタイフ°の椎骨がみられること，植物遺存体
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ではオニグルミ， ミズナラ， クリ， トチ|､キ，ハシバミ， ヒシ，ヤマブドウなと、の種子力:検出されて

いるがソバの花粉は検出されていない。 このことからすると海よりは河川漁にウエイトをおき，堅果

類の利用に依存していたと推測することができる。すなわち，美々4遺跡を形成した人々は，石狩低

地帯以北の生態系に適応した生業を編みだしていったといえる。

このように忍路環状列石と美沢川流域における環状土離を支えた経済的基盤（生業の組み合せ）そ

のものは異なっていたことが考えられる。 したがって，集落が生成・発展・衰退していく過程を把握

するには，集落構成の分析とともに生業の組み合せの構造にも今後目を向けていく必要力罫あるのでは

なかろうか。

6）最後に

縄文時代における低湿性遺跡の調査は最近ようやくスタート ・ラインについたばかりである。 した

がって， われわれの調査の進め方も見様見真似で行なってきた。そのなかでもっとも重視したのは低

湿部で形成された層をどうとらえるのかにあった。層の大別と細別のつかみ方， そしてその表現方法

等々まだまだ，課題が多く残されている。忍路土場遺跡の調査が，低湿性遺跡における調査方法特

に層の形成過程一を考えるきっかけになればと願ってやまない。

(種市幸雄）
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